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さか かぎ と わ

神権 とみ栄えをもて 鍵を永遠に，彼持つ
い コ

古 き預言者 と共 に 主の王国に入 らん

(「たたえよ，主の召 したまいし」 「賛美歌』16番)

ジョセブは主の手にある器でした。 この末 日の偉大な
み わざ

御業を達成するために，主イエス ・キリス トの指示の下
しもべ

に働いた僕で した。

わたしたちはジョセブに敬意を表 します。彼は末 日聖

徒イエス ・キリス ト教会の偉大な預言者でした。そして，

今全世界に広がっているこの偉大で力ある業の先駆けと

なりました。彼 はわたしたちの預言者であ り，啓示者で

あ り，聖見者であり，友で もあ ります。彼を忘れないよ

うに しましょう。クリスマスを祝 うとき，預言者ジョセ

ブのζとがどζかに忘れ去 られることのないようにしよ

うではありませんか。わたしたちは預言者ジ ョセブにつ

いて，神 に感謝 します。

さて，クリスマスは何 とすばらしい季節でしょう。世

界中のキリス ト教徒が，たとえわたしたちと理解の仕方

が異なっていても，手を休めて神の子の誕生に感謝の思

いを寄せ るのです。

フィリップス ・ブル ックスの詩 を引用 してみ ましょ

う。

ど こで も ， ど こで も， こ よ い は ク リ ス マ ス

もみの 木 や 松 の 木 の 国 で も

や しの 木 や つ るが 伸 び る 国 で も

荘 厳 に 白 くそ び え る雪 の 頂 で も

さん さ ん と 日の 光 が 降 り注 ぐ と う もろ こ し畑 で も… …

ど こで も， ど こ で も， こ よい は ク リス マ ス

み ど りご キ リス トは万 物 の 主

主 が 来 られ る の に 大 きす ぎ る宮 殿 は な く

小 さす ぎ る小 屋 もな い

("ChristmasEverywhere"Bes亡.LovedPoemsof亡he

五DSPeople「 ど こで も， ク リス マ ス 」 「末 日聖 徒 愛

唱詩 集 』 ジ ャ ッ ク ・M・ リオ ン他 編 ，30)

ズ 、

{わ たしたちはこのような精神で，イエス ・キリス トの

;福音の粋である愛 をもって人々に手を差 し伸べます。わ

へたしたち末旦薯懲 も、愛 ζ信仰で「つに結ばれた大勢の・=ム皇の集 まりです
。わた したちは民 として，あるいは個

人ζし：ζ，大 きな祝福を受.げています。主 イエス ・キリ 、

孔L炉 神ヵ)ら使命を託 されていたことについて，心 に堅

あかし

』蛭 揺る ぎない証脅抱いているのです。イエスは旧約の ㍉

時代の偉大なエホバであ り，御父の指示の下に万物を創

造された創造主です。「できたものの うち，一つ として

これによらないものはなかった。」(ヨ ハネ1：3)イ エス
いや

は癒 しの翼を持っておいでになる約束のメシヤです。イ

エスは数々の奇跡を行われた御方，偉大な医師，そして

よみがえりであ り，命です。 イエスは，天の下でわたし

たちが救いを得られる唯一の名です。

イエスは初めに御父と一緒 にお られました。そ して肉

体 を得，わたしたち とともに住 まわれたのです。「わた

したちはその栄光 を見た。それは父の ひとり子 としての

栄光であ6て ，めぐみとまこととに満ちていた。」(ヨ ハ

ネ1：14)

イエスは御自身を受け入れた人々，すなわち 「その名

を信 じた人々には」神の息子，娘 となる力 をお与 えにな

りました(ヨ ハネ1：12)。

イエスは永遠の御父の贈 り物 としてこの世に来られま

した。「神はそのひとり子 を賜わったほどに，この世を
み こ

愛 して下さった。それは御子を信 じる者がひとりも滅び

ないで，永遠の命 を得るためである。」(ヨ ハネ3：16)
お

主は天の王座か ら身 を低 くして地上 に降 りて来 られ，

征服された国の馬屋の中で誕生 されました。そしてパ レ

スチナのほこりだ らけの道を歩み，病人を癒 し，教義を

教え，受け入れるすべての人に祝福をお与えになりまし

た。

主が来 られたのは 「〔この〕世をさば くためではなく」，

御 自身によって 「この世が救われる」ためでした(ヨ ハ

ネ3：17)。

少 し前のことですが，わたしたちは主が歩 まれた地を
『歩みました。羊飼いの野，ベツレヘム，ナザ レ，カナ，

ガリラヤ，'エルサ レム，ゲツセマネ，ゴルゴタ，空にな

った墓です。そ して，イエスと呼ばれた御方め威光 と驚

異 とを肌で感 じることができました。

主はわた したちに，神に関 して驚 くべ きことを教 えて

くださいました。そして，耳を傾ける人々の理解の目を

開けてくださいました。主は律法の成就であ り，その犠

牲 は後のほかのあらゆる犠牲 に勝るものでした。
うま

「ひとりのみ どりごがわれわれのために生れた，ひと

りの男の子がわれわれに与えられた。まつ りごとはその

肩にあ り，その名は， 『霊妙 なる議士，大能の神，とこ

しえの父，平和の君』 ととなえられる。」(イ ザヤ9：6)

「エッサイの株か ら一つの芽が出，その根から二つの
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イエスは旧約の時代の偉大なエホバであ り，御父の指示

の下に万物を創造された創造主です。「できたものの う

ち.一 つとしてこれによらないものはなかった。」(ヨ 八

ネ1：3)

若枝が生えて実を結び，

その上 に主の霊が とどまる。 これは知恵 と悟 りの霊，

深慮 と才能の霊，主を知る知識と主を恐れる霊である。

彼は主を恐れることを楽 しみとし，その目の見るとこ

ろによって，さばきをなさず，その耳の聞くところによ

って，定めをなさず，

正義をもって貧 しい者をさばき，公平をもって国のう

ちの柔和 な者のために定めをなし，その口のむちをもっ

て国を撃ち，そのくちびるの息をもって悪 しき者を殺す。

正義はその腰の帯 とな り，忠信 はその身の帯 となる。」

(イザヤ11：1-5)

カルバ リの丘で，主はわた したち一人一人のために命

をささげられま した。「死 よ，おまえの勝利は， どこに

あるのか。死 よ，お まえの とげは， どこにあるのか。」

(1コ リント15：55)

わたしたちは主の誕生 に敬意を表 します。 しかし死が

なければ，主の誕生は何の変哲 もない誕生だったことで

しょう。主がゲツセマネの園で，またカルバ リの十字架
あがな

の上で行われたのは，蹟いの業でした。 これにより主の

贈 り物は，決 して朽 ちることのない，普遍の，永遠の贈

り物 となったのです。それこそが全人類の罪への偉大な

順いです。主はよみがえ りであ り，命でした。「キリス

トは眠っている者の初穂 として，死人の中か らよみがえ

った」ので した(1コ リン ト15：20)。 主によりすべての

人が墓からよみがえるのです。

しか し主は，順いと復活以上のことを教えて ください

ました。それは道 と真理 と命です。不死不滅 と永遠の命
かき

に至 る鍵を与えてくださったのです。

わた したちは主を愛しています。主を尊敬 しています。

主に感謝 しています。主を礼拝 しています。主はわたし

たち一人一人と全人類のために，ほかのだれもがなし得

ないことをして くださいま した。愛する御子，救い主，

世の瞭い主，全人類の犠牲 としてささげ られた傷のない

小羊 をわたしたちのために授 けて くださった神 に，感謝

いたします。
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また，この時満 ちる神権時代にあって，主の業である

この回復の業を導かれたのは，主で した。 この教会は，

主の名 を冠する主の教会です。

もろび と，こぞ りて 迎 えまつれ
ひさ

久 しく待ちにし

主は来ませ り 主は来 ませ り 主は，主は来ませ り

(「もろびと，こぞ りて」『賛美歌』116番)

rρ ・

クリスマスはツリーやクリスマスライ ト以上の もので

す。お もちゃや贈 り物や数々の飾 り以上のものです。ク

リスマスば嚢です。全人類への神の御子の愛です。その

愛は，わたしたちの理解力を超 えてあまね く広が ります。

力強 く美 しい愛です。

クリスマスはヨ蜜 す。受け入れるすべての人 に慰め

と助けと祝福を与えてくれる平安です。

クリスマスは劔 です。神 とその永遠の御子への信仰

です。神の驚 くべき業 とメッセージへの信仰です。わた
あがな

したちの順い主であ られる主 を信 じる信仰です。
あかしρわた したちは主が現実に生 きておられるごとを証 しま

す。主が神 としての特質を備 えた御方であられることを

証します。感謝の心で深 く思いを巡 らすこの季節に，わ

たしたちは主のわたしたちへの贈 り物が値をつけられな
ビ

いほど貴重なものであることを悟 り，主への愛と信仰 を

・誓 うのです。これがほんとうのクリスマスの意味です。

皆さん一入一人にわたしたちからの愛 と祝福 をお送 り

します。世界中のどこにおられても，すてきなクリスマ

スをお迎えにな ります ように。家庭に平安 と愛 と思いや

りがあ ります ように。夫である皆 さんは，奥さんに対 し

て愛のほほえみを投げかけられます ように。妻である皆

さんは，愛され，敬われ，大切にされることのすば らし

い喜びを知ることができます ように。 また，皆 さんの子

供たちが幸福で，クリスマスの精神 という言葉に表せな

いすば らしい魔法に魅了されますように。独身の方々は，

自分は独 りではないこと，イエスが友 としていつもそば

にいて くださることに気づ き，その喜びを味わえます よ

うに。主が来 られたのは，「暗黒 と死の陰 とに住む者を

照 し，わたしたちの足を平和の道に導 く」ためなのです

(ルカ1：79)。

どうぞ幸福ですてきなクリスマスをお迎え くだ さい。

わたしたちは皆 さんに祝福 を残 したい と思います。それ

は，皆 さんが幸福 になるように，とのクリスマスのメッ

わたしたちは主の誕生に敬意を表 します。 しかし死がな

ければ，.主の誕生は何の変哲もない誕生だったことでし

ょう。主はよみがえりであり，命でした。主によ りすべ

ての人が墓からよみがえるのです。

セージです。たとえ悲 しみに打ちひしがれている方でも，

わたしたちに慰めと確信 を与えて くださる唯一の御方か
いや

らの癒 しを受けて，再び立ち上がれますように。「あな

たがたは，心を騒がせないがよい。神を信 じ，またわた

しを信 じなさい。」(ヨ ハネ14：1)

主は深い苦 しみの中でこう言われま した。「わた，し」ま

平安をあなたがたに残 して行 く。わたしの平安 をあなた

がたに与え蚤飢や孝 しが与える9～な乳.世炬与え亙よ.乏な

ものとは異なる。あなたがたは心を騒がせるな，またお

じけるな。」(ヨ ハネ14： 盆7)

この大いなる約束 と贈 り物 を受けて，わたしたち一人

一人が祝福 されたクリスマスの季節 を迎えることができ

ますように。□

ホ ー ムテ ィ ー チ ャ ーへ の 提 案

1.ク リスマスの季節 にあっても，12月 に誕生 したこ

の神権時代の偉大な預言者ジョセブ ・スミスのことを忘

れないようにしましょう。この預言者を送って くださっ

た神に感謝 しましょう。

2.こ の季節，世界中のキ リス ト教徒が手 を休めて神

の御子の誕生に感謝の思いを寄せます。 イエスは旧約の

時代の偉大なエホバであ り，御父の指示の下に万物を創

造された創造主です。イエスは約束のメシヤであ り，そ

の名は天の下でわたしたちが救いを得 られる唯一の名で

す。

3.わ たしたちは主の誕生 に敬意を表 します。 しかし

死がなければ，主の誕生は何の変哲 もない誕生だったこ

とで しょう。イエスは道 と真理 と命 を教 えられました。

イエスは不死不滅 と永遠の命に至る門です。

4.ク リスマスは，ツリーやクリスマスライ ト以上の

ものです。クリスマスは愛，全人類への神の御子の愛で

す。クリスマスは平安，受け入れるすべての人に慰め と

助 けと祝福を与えてくれる平安です。 クリスマスは信仰，

神 とその永遠の御子への信仰です。
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イエス・キ リストの

証人
ダ ー リ ン ・リス ゴ ー

日聖 徒 と して ， 「い つ で も ， どの よ う な こ と につ

末 いて も，どのような所 にいて も，〔キリス ト〕の

証人になる」(モ ーサヤ18：9)と いう責任があります。

それは どこに行 くときでも，何をしているときでも，高

い標準を保ちつつ，ほかの人に模範 を示すよう求め られ

ているということです。キリス トの歩まれた道を歩むこ

とは容易なことではあ りませんが，で きないことはあ り

ません。 もしあなたがその ようにするならば，ほかの

人々もあなたの模範 に従うことで しょう。努力する際に，

以下の提案を役立てて ください。

行 動 ・

■困難な状況に置かれたときや， どうすればよいか迷っ

たときは， このように自問してださい。「イエスはわた

し』こどうしてほ しい と望んでおられるのだろうか。」そ

してその答えのとお りに行動 して ください。

日 自分の信念 を擁護 して ください。た とえそれが一

■ 自分の信条 を行動に表 して ください。言葉を換 えて言

えば，福音を実践するとい うことです。つまり，キリス

トの証人 となるためのいちばん良い方法は，キリス トの

ようになることなのです。

■喜んで，明 るく，そ して頻繁に奉仕 をして ください。

奉仕 と言っても，だれかのために ドアを開けてあげた り，

だれかの用事 をやってあげたりするなど，簡単なことで

いいのです。頼 まれな くて も奉仕 しましょう。

■たとえ少 しの時間でも，聖文 を毎 日読んで研究 しまし

ょう。読むのをす ぐ忘れて しまうのならば，思い出させ

て くれるものを目のつ く所に置いておきましょう。聖文
み たま

を読むならば，もっと御霊を感 じることがで き，標準を

保つのがもっと容易になるでしょう。そして友達か ら福

音について質問されたときは，きちんと答える準備が整

っていることでしょう。

■知恵の言葉を守って ください。友達から理由を尋ねら

れたら，言い訳をしないで ください。むしろ信 じている

ことを話す良い機会として くだ さい。

■言葉遣いに気 をつけて ください。低俗な言葉や神 を
ぽうとく

冒漬する言葉を使 うならば，ほかに何を言った としても

あなたを低めてしまいます。決 してほかの人々はよく思

わないでしょう。
きよ

匿安息 日を聖 く保って ください。教会に行 くことを何 よ

り優先 して ください。仕事や レクリエーシ ョン活動 を避

けましょう。
あかし

■証を述べるべ きだ という促 しを感 じた ときは;そ れが

教会 にいるときであ ろ うと，友達 と静かな時間を過 ご

している ときであろうと，証を述べ て くだ さい。証は

必ず しもかしこまった形で述べ る必要 もなければ，ア

ーメンと最後に言わなければな らない1ものでもあ りま

せん。

■人に仕 える とき，2マ イルの精神 を持って ください。
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そうすれば，自分自身とその行動について、この上ないよ

い気持 ちを感 じられるで しょう。

■教会で責任 を受けていれば，それを果たす ときに全力

を尽 くしてください。そ してどんな責任であって も，楽

しく果たして くだ さい。重要な責任に思えないか もしれ

ませんが，奉仕には変わりはあ りません。あなたを当て

にしている人がいるのです。

態 度

■明るい態度を持ちましょう。悪いことは起 きてしまい

ます。 しかし肯定的な態度を持つことはできます。あ ら

ゆる状況の中で良い面を探 してください。もしいつも朗

らかで楽天的であれば，周 りの人々はあなたのような態

度を持てるように努力することでしょう。

■良き友人，隣人であって ください。周 りの人々に対 し

て忠実で，信頼 されるにふさわしく，励 ましを与え，哀

れみ深 くあって ください。救い主があなたにどのような

友人になってほ しいと思われているかを考え，そのよう

な友人になって ください。

■友達と福音 について話 し合 うとき，大胆になることは

よいことですが，威圧的になってはいけません。

■ 自分の信条 を恥 じないでください。 また，ほかの人が

どう思 うか心配 しないで ください(ロ ーマ1：16参 照)。

あなたの光を輝かせて く'ださい。 もしだれかが教会につ

いて尋ねてきたら，自信をもって語 りましょう。恥 じ入

る必要などあ りません。

■どのようなゲームに参加するときも，対戦相手への思

いや りを持ちましょう。もし負けても気にかけないで く

ださい。勝ってもおごらないでください。

■ もしだれかに気分を害 されるようなことが あったな
ほお

ら，もう片方の頬 も向けて ください。気持 ちを落ち着け
ゆる ド

て，赦 しましょう。そ してお返 しには，何か親切なこと

をしてあげてみて ください。思いがけない結果が得られ

るで しょう。

■正直であってください。どんな状況下においても真実

を述べるとい う決心を，前もってしてください。

■自分の業績，服装，成績，友達，そのほか 自慢 した く
けんぞん

なる ような事柄 については謙遜な態度を持 って くだ さ

い。称賛の言葉 を求めるより，む しろ人に与えるよう努

めましょう。そうすれば，人々が自分 自身に対 してよい

気持ちを抱 くうえで助けとなるで しょう。
けいけん

■教会の中でも外で も，敬凄であって ください。 日曜日

には，話 し手や教師の言葉に静かに耳を傾けましょう。

そのほかの状況では，笑いや冗談が度を超えない ように

しましょう。

外 見

■慎 ましく，清潔な装いをして ください。キリス トの証

人として見 られるようにして ください。

■常に身だしなみが整 っているようにして ください。

■教会の集会や活動に出席するときは，いちばん良い外

見で臨みましょう。

■精神を集中 しましょう。集会中やほかの人が話 してい

るときは，注意 して耳を傾けましょう。

■邪悪な印象 を与えるような服装を避けてください。

■最後になりましたが，これは重要なことです。ほほえ

みを忘れないで くだ さい。そ うすれば周 りの人もほほえ

むようになるでしょう。□
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夫
で あ る ミ ック の 突 然 の 死 に， わ た しの 心 は打 ち の

め さ れ て い ま した 。 い つ で も ミ ッ ク は わ た しに と

っ て ， 霊 感 と善 そ して 忍 耐 の 源 で した 。 ミ ッ ク な しで ど

うや って5人 の 子 供 を育 て て い け ば よい の か 途 方 に暮 れ て

い ま した。

当 時 ， わ た しの 訪 問教 師 は シ ャー ナ で した 。 シ ャ ー ナ

とわ た しの ホ ー ム テ ィー チ ャ ー で も あ っ た シ ャー ナ の ご

主 人 ジ ム は ， よ くわ た し を映 画 や 神 殿 に 連 れ て行 っ て く

れ ま した 。

秋 が 来 て ， 寒 くな っ て きた の で ， わ た し は ク ロ ゼ ッ ト

か ら コ ー トを取 り出 しま した 。 そ の コ ー トは15年 前 に買

っ た 代 物 で ， か な り古 くな っ て い ま した 。 シ ャ ー ナ や ジ

ム と一 緒 に 出 か け る 度 に ， 恥 ず か しい 思 い で そ の コー ト

を着 ま した 。 そ の コー トの 裏 地 は ほ つ れ て い ま した 。 ジ

ム が そ の コ ー トを着 る手 伝 い を して くれ る 度 に， ほ つ れ

た裏 地 に手 が 引 っ か か りま した 。

ク リス マス が 近 づ くにつ れ て， 寂 しさ は募 の っ て い きま

す 。 ミ ックが い な くな っ て初 め て の ク リ スマ ス で した。 彼

に会 い た くて仕 方 あ りませ ん。 子 供 た ちの た め に努 め て明

る く振 る舞 お う と しま したが ，容 易 で はあ りませ んで した。

ク リ ス マ ス の ほ ん の 数 日前 ， ジ ム と シ ャー ナ ， そ して

い ち ば ん 上 の 娘 さ ん が ， 我 が 家 を 訪 問 して くれ ま した 。

そ の と き， カ」 ドを添 え て 美 し く包 装 さ れ た 箱 を くれ ま

した 。 カ ー ドに は ， 「シ ェ リル へ ， 愛 を込 め て ， ミ ッ ク
ほお

よ り」 と書 か れ て い ま した 。 わ た しの 頬 を涙 が 伝 い ま し

た 。箱 の 中 に は， 今 まで に見 た こ との な い ほ ど美 しい コ

ー トが 入 っ て い ま した
。 サ イ ズ も ぴ っ た りで した 。 「も

し ミ ッ クが い た ら， き っ と この コ ー トを買 っ て 君 に プ レ

ゼ ン トす る だ ろ う な と思 っ て ね 」 と言 わ れ ま した 。

この コー トを着 る とい つ も ， だ れ か が 「す て き だ ね 」

と褒 め て くれ ます 。 な ぜ そ う見 え る の か わ た し に は分 か

りま す 。 コ ー トを着 る 度 に ， ホ ー ム テ ィ ー チ ャー や 訪 問

教 師 ， そ して 夫 の 愛 を 思 い 出 す わ た しが ， 輝 い て 見 え る

か らで し ょ う。 □
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L

几/11：17;28：25;36：24;37：21;

申 命30：3;イ ザ ヤ11：12;エ レ ミヤ

16：14-15;30：3参 照)。

聖 地 での 闘争

現 在 ，2，000年 ぶ りに数 百 万 とい う

ユ ダヤ人 が帰 国 を果 た しつ つ ある この

土地 は， これ まで， 数多 くの 国家 や部

族， 民族 が興 亡 を繰 り返 す 地 とな って

い ま した。現 在 の政 争 の原 因 は， ア ブ

ラハ ム の ほかの子 孫 で あ る， ア ラブ ・

パ レス チナ人 が ， この 同 じ土地 で 長い

間 ， しか も継 続 的 に生活 して きて ，そ

こが 自分 たち の土地 で あ る と主 張 して

い る こ とにあ ります 。現 在 の 国際 法で

は，ユ ダ ヤ人 の主張 には あ ま り分 が な

い ように思 わ れ ます 。 ア ラブ 人の 立場

か ら言 え ば，ユ ダヤ人 が彼 らの土 地 に

居住 して いる こ とは， 「神 か らの権 利 」

で もな けれ ば， 「歴 史的 必 然 」 で もな

く，軍事 力 に よる占領 にほか な らない

の です 。結 局 の と ころ， イス ラエ ル の

ユ ダヤ 人(ア ブ ラハ ムの孫 で あ るヤ コ

ブ，す な わち イス ラエ ル の血 統 に よる

子 孫)と ア ラブ ・パ レスチ ナ人(元 来 ，

アブ ラハ ムの 息子 で あ るイ シマエ ル の

血 統 に よる子孫)の 両 方 が， 同 じ土地

の領有権 を主張 してい る わけ です。

聖地 で 政争 が起 きる根 源 に は，ユ ダ

ヤ教徒 とキ リス ト教徒 とイ ス ラム教徒

とが聖 地 に， と りわ けエ ルサ レム に寄

せ る宗 教 的 な感情 が あ ります 。宗 教 と

政 治 の混在 は，往 々に して人 間の最 も

深 い感 情 を揺 さぶ り，場 所 や象徴 に対

す る熱 烈 な思 慕 の念 や強 烈 な献 身 に人

を動 か します 。

世 界 の3大 宗 教 が ，神 殿 の丘 ， あ る

い はハ ラム ・エ シ ャリ フ(高 貴 な聖所)

と呼 ば れる この14ヘ ク ター ル の土地 を

聖地 と考 え てい ます 。ユ ダヤ教徒 とキ

リス ト教 徒 は， ア ブ ラハ ム が イサ ク を

犠牲 にさ さげ よ う と した場 所 として記

念 し， その 後 ，そ こ に主 の偉大 な神 殿

が2度 に わ た って1，000年 の 聞建 って い

ま した。 また ， イス ラム教 徒 は 同 じ場

所 を， ア ブ ラハ ムが息子 のイ シ マエ ル

を犠 牲 に さ さげ よ う とした場所 と して

尊 び， また， マ ホメ.ットが夜 の示 現 の

中で昇 天 した伝 説 の場所 として あが め

て い ます。 そ の ため ， イス ラム教 徒 に

とっ て も神 聖 となっ た この場所 に， イ

スラ ムの信 者 た ちが礼 拝所(岩 の ドー

ム)を 建 設 した のは ，13世 紀 前 の こ と
こんにち

で した。 この礼 拝所 は今 日で もこの 場

所 に建 っ てい ます 。 こう して， それ ぞ

れ の宗教 が， この聖地 の所 有 権 を主 張

して いる わけ です。

聖 地 の 所 有 権 を巡 る こ う した 熱 い

論 争 に 心 を 痛 め る 一 方 で ， 多 くの

人 々 は 『聖 書 』 の預 言 で は， 二 つ 以

上 の 民 族 が 合 法 的 に この 地 に住 ま う

よ うに な る と記 さ れ て い る こ とを 忘

れ て い ます 。 主 は ， 預 言 者 エ ゼ キ エ

ル を 通 じ て ， 終 わ りの 日 に 住 ま う

人 々 に 向 か っ て ， 次 の よ うな勧 告 を

与 え られ ま した 。

「あ な た が た は ， く じを も っ て ，

〔この 地 を〕 あ なたが た の う ちに分 け ，

また あ なたが た の うち にい て，あ∠逃

がた の'ち に を生 んだ 寄珊 の 也玉
しぎょう

の'に 刊 て， 嗣業 とせ よ。彼 ム

は なた が た に は イ ス ーエ ル の

人 々の'ち の 玉人 と 百 で る

ら オ た が た と一 旨 に じ を い

て イ ス ラ エ ル のbの'に ロ露 を

一 。」(エゼ キエ ル47：22，

下線付 加 。 イザ ヤ14：1も 参 照)

こ こを読 む と， イス ラエ ル の部 族 も

パ レス チ ナ人 もと もに，神 か らの 約束

を頂 い てい て ，双方 と もに受 け入 れ可

能 な合意 が で きる 日が 来 る もの と考 え

られ ます 。 実 際 ， 『聖 書 』 の 「他 国 人
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(strangers)」 とい う言葉 は;「 居留 者

(sojourners)」 とい う意 味 で， イ ス ラ

エ ル の人 々 が享 受 して い た と同様 の義

務 や権 利 ，特 権 に あず か る こ とが で き

る人 々で す(AHeわrewaηdEηglfsh

Lexfcoηof亡heO1(fTes亡amen亡 『「旧約

聖 書」 ヘ ブ ラ イ語英 語辞 典 』 フ ラ ンシ

ス ・ブ ラ ウ ン他 著，158参 照)。 言 い換

えれ ば ，両者 と も， イス ラエ ル に居 住

す る とい う こ とを 「二者 択 一 の 論 理」

で考 えるの で は な く， 現在 で あれ ，縛将

来で あ れ， 主 のぶ どう園 であ るそ の地

域 に住 む民 族 は， ほか の民 族 の居 住 に

対 して も寛 容 に な らなけ れ ばな らな い

とい う こ とを 認 識 す る 必 要 が あ りま

す。'最終的 には， あ らゆ る民 族 は，神

の祝福 に あず か るた めに は， 血統 そ の

もの よ りも，神 の前 に義 にか な った生

活 をす る こ との方 が はる か に重 要 で あ

るの を知 る こ とに なるで し ょう(ガ ラテ

ヤ3：26-29;ア ブラハ ム2：10参 照)。

平和 の君

中東 や全 世界 にお け る究極 的 な平和

の源 はメ シヤ御 自身 にあ る とい うこ と

が ，聖文 に は っ き りと書 か れて い ます。

ヨハ ネは ，世界 の もろ もろ の王 国が わ

た したち の主 の王 国 に な る 日を予 見 し

て い ま した(ジ ョセ ブ ・ス ミス 訳黙 示

ll：15参 照)。 ま た， イザ ヤ は次 の よ

うな 啓示 を受 け てい ます 。 「まつ りご

と はそ の肩 に あ り， そ の 名 は ， 『霊 妙

な る議士 ，大 能 の 神 ， と こ しえ の父 ，

平和 の君』 と となえ られ る。

そ の まつ ご ととW口 とは し

わっ て 六 い 」(イ ザ ヤ9：6-7，

下 線付 加。 教義 と聖約38：22参 照)

とこ ろで ，現在 か ら主 の 降 臨の 時 ま

で， わた したち は末 日聖 徒 と して ， 中

東 で の出 来事 につ いて どう考 えた らよ

いの で しょ うか 。や が て必 ず起 こる は
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中東や全世界における究極的な平和の

源はメシヤ御自身，すなわち，「大能

の神，とこしえの父，平和の君」にあ

るということが，聖文にはっぎりと書

かれています。

ず のハ ルマ ゲ ドンをた だ座 して待 って

いれ ばい い の で し ょうか 。 そ れ と も，

平和 の推 進 のた め に何 か 積極 的 に買 っ

て 出 る よ う な こ とが あ る の で し ょ う

か。

人 間 には， どち らか一 方 の側 に立 ち

たい とい う生 まれ なが らの性 癖 が あ り

ます 。 また， あ らゆ る もの に は善 と悪

が あ る と考 え る傾 向が あ る よ うです 。

しか し， そ う した偏 っ た見方 は，不 公

平 な考 え方や 偏狭 な心 を生 み 出 しか ね

ませ ん。 また，不 信 感 を助長 し，互 い

に尊敬 した り理解 し合 った りす る雰 囲

気 を阻害す る ことに もな ります 。実 は，

そ う した 雰 囲気 こそ 平和 の ため に は必

要 な ので す。・も しわた した ちが 政治 的

に どち らかの 肩 を持 つ よ うな こ とが あ

る と， どち らの側 に も手 を差 し伸 べ る

こ とので きるわ た した ちの能 力 を低 下

させ る こ とにな ります 。わ た した ちは，

教 会 が全 世界 に向 けて宣 言 した 言葉 を

心 に とどめて お く必要 が あ ります。

「わた したち は， 末 日聖徒 イエス ・

キ リス ト教 会 が あ らゆ る人 々の福 利 と

生 まれ なが らに持 つ価 値 とに， これ ま

で と同様 に， 深 く関 心 を寄せ て い る こ

とを再 確 認す る もの です 。末 日聖徒 は

次 の 言 葉 を信 じて い ます 。 『神 は人 を

かた よ りみ ない かた で，神 を敬 い義 を

行 う者 は どの 国民 で も受 け いれ て下 さ

る こ とが ， ほん とうに よ くわか って き

ま した。』(使 徒10：34-35)あ らゆ る

人 々 は 皆 ， 神 の 子 供 で あ り ま す 。」

(1992年10月18日 付 ，報 道用 発表 資 料)

福音 によ る平和

1979年 にハ ワー ド ・W・ ハ ン ター長

老 は教 会 員た ち に次 の こ とを忘 れ ない

よ う に勧 告 しま した。 「ユ ダヤ 人 も ア

ラブ 人 も， わた した ちの 御父 の 子供 で

す 。双 方 とも に，約 束の 子 であ り， わ

た した ち は教 会 と して ， どち らの側 に

も立 ち ませ ん。 わ た した ちは， どち ら

も愛 し， どち らに も関心 を抱 いて い ま

す。イエ ス ・キ リス トの福音 の 目的 は，

最 も高 い レベ ルの愛 と一致 と兄 弟愛 と

を もた らす ことです 。 い に しえの ニー

ファイ の よ うに， わた したち も次 の よ

うに言 え る よう にな るこ と を願 ってい

ます 。 「わ た しはユ ダヤ 人 に対 して も

慈 愛 を抱 い てい る。 … …わ た しはまた

異 邦 人 に対 して も慈 愛 を抱 い てい る。』

(2ニ ー フ ァイ33：8-9)」("AllAre

AlikeuntoGod"1973Devo亡foηa1

5peechesof亡he}ζear「 あ らゆ る人は

神 に似 た 者 で あ る」 『1973年 版 年 間祈

とう説教 集』36)

時 に民 族 問や 国家 間 に生 まれ る厳 し

い 政 治 的 対 立 の 中 にあ っ て も， イ エ

ス ・キ リス トの 回復 された福 音 は， 平

和 と和 解 の源 泉 です。末 日聖徒 と して，

わた した ちは，福 音 の 原則 を教 え， そ

の 原 則 に従 っ て 生 活 す る こ とに よ っ

て， 世 の人 々が 主 の再 臨 と平和 の福 千

年 の た め に備 えが で きる よ う， そ の手

助 け を す る こ とが で き ま す 。 ま た ，

様 々 な国 家 に つ い て ，例 えば ，民 族 ，

歴 史 ，文 化 ，宗 教 ，言 語 な どにつ いて

学 習 し，敬 意 を示す こ とに よって ，平

和 を築 き上 げ るた めめ 基礎作 りの手 助

け をす る こ とも可能 で す(教 義 と聖 約

88：78-80，93：53参 照)。

聖 地 にお け る対立 の 原 因 を明 らか に

し， そ の対 立が ど う解 決で きるか を理

解 す るこ とに よ って， 末 日聖徒 は， こ

の抗 争 の続 く地 域 にい る ア ラブ人 とユ
噛
ダヤ 人 の間 に， 理解 の橋 を架 け る手 助

けが で きます。 わ た した ち は

を 酔 由と王 と を って て い るか"

旦 ， 公正 で 永続 す る平和 を もた らす た

めの 大 きな影響 力 となる こ とが で きる

ので す。 □
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23



必;く爆 嚇 篇 ∴;騨 漏讐ジ 謬媒懸 魎 鍵鰍蕪 勘
田
エ

寒

_羅 諺 ：華一 藝擁馨i鈷陽

・麟 難 ・;鐵 聴1：擬 　　凝 観;鞠 臨 鳶 礁 ：：螺1'

辮燃_1

日曜 日はクリスマス
ロ イ ス ・バ ー ソ ロ ミ ュ ー

学1年 生の年の12月 の始めのことでした。わたし

大 のルこム.一 トは ドアの上 に鈍 のべ ，レをつる

し，掲示板 を飾 っていました。クリスマスのシーズ ンが

やって来たのです。勉強の合い問には，ワー ドのダンス

や学生のパーティーなどが計画 され， またクリスマスの

飾 りや鮮やかなライ トが新雪を背景にしてクリスマスの

雰囲気を盛 り上げていました。

それなのに，生まれて初めて家か ら遠 く離れて大学生

活を送 っていたわたしは，何かが足 りない感 じが してい

ました。サ ンタクロースに胸躍 らせる年で もなかったし，

学生の身分ではプレゼ ントも大 した物は買えません。一

体，クリスマスのスピリットはどこへ行ってしまったの

で しょう。
せいさん

クリスマス休暇が始まる1週 間前の 日曜 日，聖餐会が

始 まるだいぶ前に教会に着 いたため，礼拝堂にはほとん

ど人がいませんで した。慌ただ しくこの1週 間を過 ごし

てきたわた しは，一人静かにゆった りと腰を下ろしてい

ました。

前を見ると，神権者たちが厳かにテーブルクロスを広

げて，聖餐の準備をしていました。そのテーブルクロス

は外の新雪 よりもはるかに純白で美 しく見えました。そ

れか らピカピカに光っているパ ンと水の トレイを出 して

きました。最後に， もう1枚 の白いクロス を広げて，、聖

餐の上にそっとかけました。

わたしは吸い込 まれるように， じっとそれを見てい ま

した。今見たことに強い衝撃を受けたのです。これこそ

が クリスマスなのだ， と気づ きました。かいばおけの
おさなご

幼子はほんの始ま りで，ほんとうの意味でのクリス々ス
あがな

は救 い 主 の 犠 牲 ， つ ま り腰 い に あ っ た の で す 。

そ れ 以 来 ，1年 の うち い つ で もク リ ス マ ス の 精 神 を 見

つ け ら れ る よ うに な り ま した 。 そ れ が 毎 週 ， 聖 餐 の テ 憎 ヒ

ブ ル の 上 に あ るか らで す 。 □1』 「

聖徒の道/1997年12月 号
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家庭訪問メッセージ

「それらが何のために与えられているのかを常に覚えておきなさ回

き

昆奮

≡

謹塞

謹

崖

塁

統的にプレゼ ントを交換する

伝 ク リ ス マ ス の 季 節 を迎 え て ，
たまもの

わた した ちが 天 の御 父か ら霊 の 賜物 を

頂 い てい る こ とを思 い起 こす の は， こ

の季 節 にふ わ さ しい ことです 。 天 の御

父 が その教 会 の会 員 に与 えて くだ さ る

賜物 の中 に は，今 年 わ た した ちが考 え
み たま

て きた御 霊 の賜 物 ， す なわ ち信仰 ， 知

識 ，知 恵 ，預言 の賜 物 が あ ります。

もちろ ん，霊 的な賜 物 は これ まで に

述べ た賜物 以外 に もまだ た くさんあ り

ます。 ブ ルー ス ・R・ マ ッコ ンキー 長

老 は この よう に述 べ て い ます。 「霊 的

な賜 物 は その 数 も種 類 も無数 に あ りま

す。 聖 文 に述べ られ た賜物 は，慈 悲深

い神 が ，神 を愛 し仕 える者 にお与 えに

なる無尽 蔵 の恵 み を表 されな 単 な る表

現 にす ぎませ ん 。」(AN6w隅'加ess

lbr亡heハr亡fclesofFa1亡h「 信 仰箇 条 のr

新 しい証 人』371)

わた した ち に霊 的 な賜 物 を与 えて く

だ さ る際 に，天 の御 父 は この ように勧

告 してお られ ます 。 「熱 心 に最 善 の賜

物 を求 め， それ らが 何 の ため に与 え ら

が与 え られ るの であ る。 … …すべ て の

人 がそ れ に よっ て益 を得 られ る ように

なって い る。」(教義 と聖 約46：11-12)

「最善の賜物を求め」なさい

教 会 員 は皆 ，少 な くと も一 つ の霊 的

な賜 物 を与 え られ て い ます が ，主 は わ

た した ち に 「最 善 の賜 物」 を積 極 的 に

求め る よ うに期待 され てい ます。で は，

御 霊 の賜 物 の 中で どれ が最 善 の賜物 な

ので し ょうか。

一 つ の答 え は
，最 善 の賜 物 とはそ の

時 々で最 も必要 な賜 物 だ とい うこ とで
あかし

す 。恐 ら く，改 宗者 は よ り強 い証 を必

要 と してい るで し ょう。そ の とき，人

生 で 求 め るこ とので きる最 善 の賜物 は

信 仰 の賜 物 です 。福 音 の 中で成 長す る

につ れ て， さ らに別 の賜 物 を求 め る よ

な け れ ば， 〔わ た した ちは 〕 無 に等 し

い」 の です(1コ リ ン ト13：2。 モ ロナ

イ7：47一48;10：20-21，32参 照)。

カ リフ ォルニ ア州 ナパ の モ リー ・ソ

レンセ ン姉妹 は，慈 愛 の賜物 を求 めた

こ とを覚 え てい ます 。 あ る 日，彼 女 は

10代 の息 子 と深 刻 な議 論 を し ま した。

自分 自身 の振 る舞 いに動 揺 した ソ レ ン

セ ン姉 妹 は， 感情 を抑 え られ る ように

天 の御 父 に助 け を願 い求 め ま した。 ま

た同 じよ うな場面 に遭 った ら， きっ と

また 自制心 を失 うで あ ろ う と感 じて い

ま した。
めいそう

数 時 間祈 り と瞑 想 を した後 ， 「心 の

中 に答 えが 浮 か び ま した 。 もしわた し

が 自分 の 人生 に霊 的 な力 を与 え る もっ

と大 きな賜 物 を受 け よ う と毎 日努 力す

るな らば， 人 を傷 つ け よ うとす る傾 向

は，た とえ ス トレス の も とにあ って も，

消 え去 る であ ろ う とい うこ とが とう と

う理 解 で きた のです 。」

それ 以来 ， モ リー は霊 の糧 を得 るプ

ロ グ ラム を作 って 実行 し，愛 と平 安 を

は じめ ，彼 女 が望 む御 霊 の実 を味 わ え

る よう にな りま した(Eηsfgη 『エ ンサ

イ ン』1989年9月 号 ，30)。

わた した ち も， 熱心 に求 め ，祝福 に
きよ

感 謝 し， 「〔主 の 〕 前 で徳 高 く聖 く」

(教義 と聖 約46：33)保 ち， これ らの

す ば ら しい賜 物 が何 の ため に与 え られ

て いる か を常 に覚 えて い るか ぎ り，天

の御 父が わ た した ち に味 わっ てほ しい

と願 っ てお られるす べ ての御 霊 の賜 物

を受 け る こ とが で きます 。

●あな た は ，ほ かの 人 に仕 える ため

に用 いる こ との で きる ，どの よ うな霊

的な 賜物を持 っているで しょうか。

■ほか の人 はあな た の人 生 を祝福 す

る ため に ，彼 らの 賜 物 を どの よ うに分

かち合 って くれ たで しょうか。□

翻
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神権定員会と扶助協会におけ
ドン ・L・ シ ー ル

1998年1月 から導入されるメルキゼデク神権 と扶助協会

の新 しい教科課程 は，会員たちが福音の原則 と教義に対す

る理解を深め ，応用することによって，キ リス トのもとへ

来るよう鼓舞することを目的としています。

98年1月 よ りメ ル キ ゼ デ ク神 権

19 者 と扶 助 協 会 の 姉 妹 は 知 識 を

深 め るだ けで な く，福音 の研 究 ，霊 性 ，

奉 仕 ，指導 性 にお い てい っ そ うの成長

を図 る こ とを 目指 した新 しい学習 コー

妻

2

姦1

ス で学 ぶ こ とに な ります。

目的 は会 員 と指 導 者 が そ れ ぞ れの 生

活 にお い て福 音 の真 理 をい っ そ う効 果

的 に実践 で きる ように助 ける こ とです。

こ の 目標 を達 成す るた め に，新 しい教

繍難顯器鵡騨韓覇藷纏欄纒謎曇撒 灘 覇灘轍雛

輩

、1

錨
撫灘

ヤ

融

・羅

科課程では日曜日ごとにそれぞれ特定

の目的を定めています。

第1日 曜日の神権定員会とグループ

の集会は神権の義務を果たすことに焦

点を当てて開かれます。神権者の義務

に関する指導は定員会とグループの指

導者が行います。同様に，扶助協会で

は第1日 曜日に，扶助協会の使命を果

たすことに焦点を当てます。これには
あかし

個 人 の霊 的 成長 と証 を強 め る ことが含

まれ ます 。 第1日 曜 日の指 導 は扶助 協'

会会 長会 が行 い ます 。 一

第2お よび第3日 曜 日に， 神権 定 員

会 と扶助 協 会 の会 員 はそ れぞ れ， 末

日聖徒 イ土 ス ・キ リス ト教 会 の大 管

長 の教 え を研 究 し ます 。1998年 と

1999年 に使 用 す る教材 と して新 しい

書 物 『歴代 大 管 長 の教 え ブ リガ

ム ・ヤ ング』 が出版 され ます。

第4日 曜 日の 神権 定員 会 と扶 助 協

会 の会 員が 学 習教 材 は 『わ た した ち

の時代 の ため の教 え』 です。 これ は

大 管長 会 が特 定す る，現 時点 に即 応

した テ ーマ と資料 に基 づ い て行 うレ

ッス ンです。 これ らの資料 に は，現

在 の大 管 長 ，副管 長 ，十 二使 徒 定員

会 会 員 に よる記事 や 説教 が含 まれ ま

す。

年 間 に4回 か ら5回 あ る 第5日 曜 日

の 話 し合 い の テ ー マ は ， 地 元 の教

縣　…灘{灘 舗
ス テ ー ク 会 長 会 ， 伝 道 部 長 会 ，

墜 地方部長会)が 司会します・
月 の 第4週 まで の レ ッス ン と

義
曽蓄

崔
塞

窪
奮

8
差

雛摯難縷 灘 雛.



る教科課程の大きな変更

は異 な り， 第5日 曜 日の 話 し合 い は，

メル キゼ デ ク神 権 と扶 助協 会 の合 同 集

会 と して もよい です し， 成 人の 兄弟姉

妹 が別 々 に集 ま るこ と もで きます。

第5日 曜 日の 集 会 は ，そ れ まで に 大

会 そ の ほかで 実施 で きなか った レソス

ン を補 うた め に使 う こ と もで きます 。

この よ うに レ ソ ス ンの 補 講 を行 う場

合 ，兄 弟 と姉妹 は別個 に集 会 を開か な

けれ ばな りませ ん。

福音を実践ずる

新 しい教科課程を開発する責任はゴ

一 ドン ・B・ ヒ ンク レー大管 長
， トー

マス ・S・ モ ン ソ ン副管 長 ， ジェ ーム

ズ ・E・ フ ァウス ト副管 長 の指示 の下

に与 え られ ま した。 開発 を直接 的 に監

督 す る責任 を与 え られ た二 人の 十二使

徒 定員 会 会員 は，効 果 的な教 授 が行 わ

れた後 に，指 導者 が 進 むべ き道 を示 す

な らば， 会員 た ち は行 動 に 駆 り立 て ら

れ る とい う原 則 にの っ とっ て開発 され

た と述 べ てい ます 。

「教 科 課程 開発 の テ ーマ は塾

こ とにあ っ た と言 え ます 」 とダ リン ・

H・ オ ー ク ス 長 老 は述 べ て い ます 。

「兄弟たちとともに働くとき，わた

したちは神の聖約の息子 〔娘〕とし

て成長し，それが財政的なものであ

ろうと，社会的，霊的なものであろ

うと，逆境にあっても，戸惑いも恐

れも覚えることなく，確固として立

つことができるのです。」



「わ た しはす べ て の教 会 員 に約 束 し

た い と 思 い ます 。 皆 さ ん は.〔『歴 代

大 管 長 の 教 え ブ リ ガ ム ・ヤ ン

グ』〕 を読 む とき に ， … …豊 か に学

ぶ こ と 〔で しょ う。〕」

「新 しい 教 科課 程 は， 特 に神権 定員 会

と扶 助協 会 に おい て また これ らの組 織

を通 じて，福 音 の 原則 を実 践 す る こと

を強調 して い ます 。」

神 権 指導 者 と扶助 協 会会 長会 は教 師

と して また指導 者 と して の役 割 を担 っ

て い ますが ，新 しい教 科課 程 を通 して

彼 らが これ らの責任 を果 たす力 を強 め

られ る こ とを希 望 してい る と， ジ ェフ

リー ・R・ ホ ラ ン ド長 老 は述 べ てい ま

す 。 「定員 会 会 長 会 とグ ルー プの 指導

者 と扶 助協 会 の会 長会 は，教 える こ と

が 指導 者 と して彼 らが 果 たす べ き責任

の 一部 で あ る こ とを認 識 してい た だ き

たい と思 って い ます。」

神権 定 員会 の兄 弟 た ち と扶 助協 会 の

姉 妹 た ち は毎 月 の第2， 第3， 第4日 曜

日に同 じ資料 を使 って 同 じ レッス ンを

研 究 しますが ，新 しい教 科課 程 に 関す

る指示 で は それ ぞれ 別個 の集 会 を 開 く

こ とが求 め られ て い ます 。 こ の よ うに

兄 弟 と姉 妹 を分離 す る のは ，神権 定 員

会 と扶 助 協会 が それ ぞ れ に持 つ特 有 の

働 きを強 化す るためで す。

ヒ ンク レー大管 長 は神 権 定員 会 とグ

ルー プ で どの よ うな点が 強化 され る こ

とを望 んで い るか を明 らか に して い ま

す。新 しい教 科 課程 に関す る 資料 とし

て地 元 の神権 指 導者 に配布 された 『メ

ル キゼ デ ク神 権 定 員会教 授 用 資料』 に

は，1977年 ， 当時 十二使 徒 定員 会 会員

で あっ た ヒ ンク レー大管 長 の言 葉 が引

用 され てい ます。

「兄弟 の 皆 さん ，神権 定 員 会が所 属

す るすべ て の会 員 に とっ て力 の源 とな

り，会 員一 人一 人 が次 の よ うに言 うこ
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とが で きる とす れ ば， それ は驚 嘆す べ

き 日の到 来で あ り， 主 の 目的の 成就 す

る 日の 到 来 で あ る。 『わ た しは末 日聖

徒 イ エス ・キ リス ト教会 の神 権 定員 会

の一つ に所 属 してい ます 。 わ た しは兄

弟 た ちが 必要 と して い る こ とな ら何 で

も援 助 し ます 。 そ して わた し自身 も必

要 で あれ ば彼 らの助 けを受 け る こ とが

で きる と確 信 してい ます 。 兄弟 た ち と

ともに働 くとき， わた したち は神 の聖

約 の 息子 と して 成長 し，そ れが 財 政 的

な もので あ ろ う と，社会 的 ，霊 的 な も

ので あ ろ う と， 逆境 にあ って も，戸 惑

い も恐 れ も覚 える こ とな く，確 固 とし

て立 つ こ とが で きるので す。』」

扶 助協 会 の姉 妹 た ち も同様 に，組 織

の強 化 と二致 を もた らす ため に福 音 の

原則 を学 び，実 践 す る努力 を通 じて個

人 の成長 を遂 げる こ とを期 待 され て い

ます 。 「姉 妹 た ちが 独 自 に集 会 を 開 く

こ とには様 々 な利点 が あ ります。 これ

は特 に独 身の姉 妹 た ちに とって大 切 な

こ とで す。 この よ うに姉妹 た ち だけ で

話 し合 う機 会が な い と，姉 妹 と して備

え て いな けれ ば な らない特 質 を見 失 っ

て しま うこ とがあ ります」 とオ ー クス

長老 は述 べ て い ます 。

成 人 男女 が 同 じクラス で教 義 的 な指

導 を受 け る 日曜学 校 の福 音 の教義 クラ

ス と福 音 の原則 の クラス は今 後 も継 続

して行 わ れ ます。 日曜学校 の教科 課 程

はメ ルキ ゼデ ク神 権 定員 会 と扶助 協 会

の新 しい学 習 プ ロ グラ ムの影 響 を受 け

ませ ん。 ス テー ク会 長 また は地方 部 長

が 第5日 曜 日に兄 弟 姉妹 が共 同で 研 究

す るテー マ を提 示 す る場 合 ， メル キゼ



デ ク神権 定 員会 と扶 助協 会 の会 員 は合

同 の集 会 に出 席 し ます 。 け れ ど も第5

日曜 日に， ス テー ク大 会 や総大 会 の た

め に実施 で きなか っ た通常 の教 科 課程

の レッス ンを行 う場 合 は ，別個 に集 ま

ります。

新 しい教科 課程 開 発の 指示

これ ま で の経 緯 を振 り返 っ て み る

と，新 しい教 科 課程 は霊 感 に基 づ い て

開発 され た こ とが 明 らか です。 オー ク

ス長老 とホ ラ ン ド長 老 は メル キゼ デ ク

神 権 と扶 助協 会 の学 習課 程 を改 善す る

割 り当 て を受 けた とき，二 人 ともそ れ

まで に何 度 か読 んで い た 『ブ リガム ・

ヤ ン グ 説 教 集 』(DISCOロrsesof

BrfghamYoα ηg)を 読 み始 め て， ち

ょう ど読 み終 えた と ころで した。理 由

は分 か りませ ん で したが そ う した い と

い う思 い に駆 られて ，そ れ ぞれ に読 ん

でい たの です 。二 人 と も 「ブ リガ ム ・

ヤ ング説教 集』 が今 の時代 に，研 究 す

るに ふ さわ しい書 物 であ る と感 じてい

ま した。

後 に，新 しい任 務 を遂 行す る割 り当

て を受 け た十 二使徒 会 の これ ら二人 の

会 員 と七十 人 か ら数 人の 会員 が 業務 を

始 め る に 当 た って 集 会 を開 きま した。

そ れ は特 別 な 霊 感 あ ふ れ る もの で し

た。 そ の ときの様子 をホ ラ ン ド長老 は

次 の よ うに述 べ て い ます 。 「そ の と き

に，新 しい教科 課程 に関 す る全 員の 気

持 ち が一 つ に な りま した 。」 彼 らが 新

しい教科 課 程 を どの よ うな形 式 に しよ

うか と話 し合 って い た と き， オ ー クス

長老 は立 ち上が って， 自分 の提 案 と し

て， 月 の各 日曜 日に行 う レ ッス ンの形

式 を黒 板 に書 き始 め ま した 。 この提 案

を契機 に して次 か ら次 に意見 が述 べ ら

れ ま した 。 こ う して完 成 した 計画 は，

ホ ラ ン ド長老 の話 に よる と，だ れか 一

人 が作 った計 画 で はな く， それ こそ ま

さ し く大管 長 会 に提案 す べ き計 画で あ

る と全 員が 感 じた そ うです 。

大 管 長 会 と十 二 使 徒 定 員会 は， 『歴

代 大 管 長 の教 え ブ リガ ム ・ヤ ン

グ』 の 編集 と第1， 第4， 第5日 曜 日に

使 用す る資料 の作 成作 業 を始 め る に先

立 っ て，基 本概 念 を承 認 しま した。

「〔中央 幹 部 は 〕 ブ リガ ム ・ヤ ング

の 資料 を編 集 す るた め に，す ば らしい

委 員会 を組 織 しま した」 とオー クス 長

老 は 述 べ て い ます 。 「彼 らは非 常 に優

れ た働 きを しま した 。」 この 委 員 会 に

召 され た人 々は第2お よび第3日 曜 日に

使用 す るブ リガ ム ・ヤ ング の書物 を制

作 した だ けで な く， メル キゼ デ ク神権

と扶 助 協 会 が 第1日 曜 日に使 用 す る 資

料 の作 成 に も貢 献 し ま した。 第4日 曜

日の教科 課 程 はお もに大管 長会 と十二

使 徒 定 員会 の手 に よって作 成 され ま し

た。 彼 らは現時 点 で採 り上 げ るべ きテ

ー マ を決定 した後 に
， 資料 と して使 う

最近 の教 会 機 関誌 と出版物 を選 定 しま

した。

オー クス 長老 とホ ラ ン ド長老 は と も

に，教科 課 程 の変 更 を計画 し支 援 す る

作 業 に深 く関与 した ，2代 にわ た る 中

央扶 助協 会 会長 会 に感 謝の 気持 ちを表

して い ます 。 「前 の 中央 扶助 協 会 会 長

会(イ レイ ン ・L・ ジ ャ ック姉妹 ，チ

エ コ ・・N・ 岡 崎 姉 妹 ， ア イ リー ン ・
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H・ クラ イ ド姉 妹)は ， この作 業 に心

血 を注 いで きま した。 そ して ，召 しを

解 か れ る際 に も， 自分 た ちが行 っ て き

たすべ ての こと を後 任 の会 長会 に引 き

継 ぎま した 。彼 女 たち は全 身全霊 を尽

く して この作 業 に 当た りま した」 とホ

ラ ン ド長 老 は述べ て い ます。

「前 の会長 会 は資 料作 成 を手伝 うス

タ ッフ としてす ば らしい姉妹 たち を派

遣 して くれ ま した」 とオー ク ス長老 は

述 べ る とと もに，新 し く召 された 中央

扶 助協 会 会長 会(メ ア リー ・エ レ ン ・

ウ ッ ド ・ス ムー ト姉妹 ，バ ー ジニ ァ ・

アー リ ・ジ ェ ンセ ン姉 妹 ， シ ェ リー ・

L・ デ ュー姉 妹)が この新 しい教 科課

程 を導 入 す るた め に前 任 者 と同様 に心

血 を注 ぎ，勤 勉 に働 い て きた こ とを付

け加 えて い ます。

第1日 曜日

メルキゼデク神権定員会またはグル

ープと扶助協会にとって，第1日曜日

は彼 らの指導者から指導を受け，福

音の原則を実践 して自らの義務 と役
まっと

割 を全 うす るた め の計 画 と準 備 を行 う

機 会で す。

新 た に発 行 され た手 引 き 「メル キゼ

デ ク神 権 定員 会教 授用 資 料』 にはそ の

目的 が 次 の よう に説 明 され て い ます 。

「第1日 曜 日の定員 会/グ ル ー プ集 会 を

通 じて， メ ルキ ゼデ ク神 権者 と長 老見

込 み会 員 の持 ってい る才 能 を有効 活用

で きる よ う計 画 を立 て て くだ さい。 ま

た この 計画 には，彼 らが さ らに 良い夫 ，

父 親， 息子 ， そ して ふ さわ しく忠 実 な

神権 者 とな って， 教会 の 使命 を果 たす



業 に積極 的 に携 わ る こ と も含 め るべ き

で す。」

この新 しい教 授 用資 料 で は，神 権指

導 者 は会員 た ちの 必要 と彼 らが見 守 る

責任 を持つ 人 々の 必要 と して い る事柄

を見 いだ し， 次 にそ れ らの必 要 を満 た

す 方法 を計 画 しなけ れ ばな らな い こ と

につ いて指 導者 の 注意 を喚 起 してい ま

す 。想 定 した 幾つ か の援助 を必要 とす

る状 況 に基 づ い て， 第1日 曜 日の 定 員

会 また はグ ルー プの集 会 で採 り上 げる

こ とが で きるテ ーマが 提案 され て い ま

す 。 しか し， そ れ ら は 「単 な る提 案 」

で あ る こ と を手 引 きは 強 調 して い ま

す。 「すべ て を使 う必 要 は あ りませ ん。

指 導者 は 自由に 内容 を変 更 した り組 み

合 わせ た り して ，会 員 の必要 や状 況 に

合 わせ た もの を作 り上 げれ ば よい で し

ょう。」13項 目の 提 案 に は 「神 権 を用

い て家 族 を強 め る」 か ら 「定 員会/グ

ル ープ の会員 に伝 道活 動 へ の備 え を さ

せ る」 「主 の道 に従 っ て 貧 しい人 や 困

っ てい る人 の世話 をす る」 に至 る まで

様 々な状況 が あ ります 。

新 しい手引 き 『扶 助協 会 指導 者教 授

用資料 』も同様 に，扶助 協 会の 集会 と，

集会 で研 究す る資料 は 「(1)姉 妹 た ち

一人 一 人が福 音 の知 識 を増 し加 え
，福

音 に従 って生 活 す る決 意 を固め るよ う

助 け合 うこ と，(2)す べ て の人 が 『キ

リス トの も とに来 て， キ リス トによ っ

て完 全 に』 な る とい う教 会 の使 命(モ

ロナ イ10：32)を 達 成 す るた め に姉 妹

た ちが結 束 す る」 ため の もの で なけれ

ばな らない と説 明 してい ます 。

扶助 協 会 の 新 しい教 科 課 程 で は 第1

あかし

日曜 日の 「霊 的成 長 と証 の会 」 に 関 し

て柔軟 に対 応 で きるこ とが この手 引 き

に記 され て い ます 。 「世 界 各 地 にあ る

扶 助協 会 は，置 かれ てい る環境 ，必要 ，

援 助 手段 が それ ぞれ に異 なるた め， ワ

ー ドと支 部 はそ れぞ れ独 自の方法 で扶

助 協 会 の 目的 を果 た します 。 しか し，

人 々に 関心 を示 し， 人 々 を救 う とい う

原 則 は万 国共 通 です 。 日曜 日の 集会 を

通 して，福 音 の大 切 な原 則 を行動 に移

す とい う姉妹 た ちの 決意 を さ らに 強め

る こ とが で き ます 。」

会 長会 は 「扶助 協 会 の 目的 につ いて

指 導 した り，福祉 集 会 や ワー ド評議 会

で話 し合 わ れ た神 権 指導 者 か ら受 けた

指 示 を発 表 した り」 す るた め に 第1日

曜 日の集 会 の一 部 を割 くこ とが で きま

す。 姉妹 た ちが 証 を築 き，家 族 関係 を

強化 し，お互 いに奉 仕 し合 う方 法 を学

ぶ ため に，手 引 きに記 されて い る20の

テ ーマ に基づ いて ，福音 に関す る短時

間 の話 し合 い を行 うこ とが で き ます 。

証 を述べ る機 会 は これ まで と同様 に第

1日 曜 日の集 会 の中 で設 け ます。

第1日 曜 日に姉 妹 た ち を指 導す る責

任 は会長 会 に託 され てい るため，従 来 ，

霊 的生活 や家 庭 教育 な どの特 定の レ ッ

ス ンを教 えて いた教 師 は ，た だ単 に扶

助 協 会 の教 師 と呼 ばれ ます 。教 師 た ち

は 第2， 第3， 第4日 曜 日に開 か れ る ク

ラス を教 える割 り当て を受 ける こ とに

な ります。 ワー ドと支 部 の扶助 協 会会

員 は会 長 を助 け る二人 の姉 妹 が教 育担

当副 会 長 ，ホ ー ムメー キ ング担 当副会

長 で はな く， 第一 副会 長 ，第 二副 会長

と呼 ばれ る こ とに気づ くで し ょ う。け
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れ ども，姉妹 たちの教育 とホーム メーキ

ング に関す る事柄 に配慮す る責任 は依然

として扶助協 会 にあ ります か ら，今 後 は

会長 が副 会 長 にい ず れの分 野 を担 当 す

るか を決 め る こ とにな ります。

初 等協 会 ，若 い 女性 ，若 い 男性 で召

しを受 け てい る ため に扶助 協 会 や神権

会 に出席 で きな い成 人の男 女 は どうな

るので し ょうか。扶 助 協 会会 長会 と定

員会 また はグ ルー プ の指 導者 は これ ら

第1日 曜 日の 集 会 で話 し合 った 資料 や

与 え られ た割 り当て を分 か ち合 う方法

を考 え出す 必 要が あ る とオー クス長老

は述 べ て い ます。 ほ かの 日曜 日につ い

て は， これ らの人 々 は 自分で研 究 す る

た め の資料 ， 記事 ， レッス ン資料 を手

にす る こ とが で き ます。 さ らに，可 能
はんりょ

で あ れば ，彼 らの伴侶 や 成人 の家 族 が

そ の 日に行 わ れ た扶 助 協 会 また は神権

会 の レッス ンの 内容 を伝 え る よう にす

る とよい で し ょう。

第2お よび第3日 曜日

ヒンクレー大管長の指示により，新

しい教科課程に歴代大管長の教えが採

り上げられるととになりました。「ヒ

ンクレー大管長自身は偉大な教師であ

り，卓越した歴史家であって，歴代の

大管長の教えに見いだせる本質的な事

柄を愛する人です」とホランド長老は

語っています。ヒンクレー大管長は十

二使徒定員会の会員やほかの中央幹部

との集まりでしばしば歴代大管長の言

葉を引用しており，また一般の教会員

とも好んで歴代大管長の教えを分かち

合っています。



1998年 と1999年 の学 習手 引 きであ る

『歴 代 大 管 長 の 教 え ブ リガ ム ・ヤ

ング』 は18歳 以 上 のすべ ての 末 日聖徒

に配 布 され ます 。 これ は 会員 た ちが 自

分で福 音 を研 究 す る際 の参 考書 と して

使 用 して ほ しい とい う願 いが 込 め られ

て い ます 。 ほか の大 管 長 の教 え も2000

年 以 降の 数 年 間 に採 り上 げ られ ます

が， 必ず し も年代 順 とはな りませ ん 。

で は， なぜ ブ リガ ム ・ヤ ングの 教 え

か ら始 め るの で し ょうか。 実 際 の とこ

ろ 「ブ リガム ・ヤ ングに 関す る資料 が

最 も豊富 にあ った か らです 」 とオー ク

ス長 老 は説 明 して い ます 。 「ヤ ング大

管 長 の教 えは非 常 に広 範 囲に わ たっ て

お り， また 十分 な検 討 が加 え られ てお

り， さ らにあ らゆ る項 目が 記 され て い

ます 。 この た め ， わ た した ちが2年 問

で研 究 す るた め の 資料 として1冊 の本

に編 集す るこ とが比 較 的容 易 だ ったか

らです 。.」現 在 ， 預 言 者 ジ ョセ ブ ・ス

ミス をは じめ とす るほ かの 大管 長 の教

え につ いて も編 集が 行 われ てお り，そ

れ らは将 来使用 され る こ とにな ます。

ヤ ング大管 長 が預 言者 と しての た ぐ
たまもの

い まれ な賜物 を尊 んで大 い な る もの と

した だけ で な く，数 十年 問に わた って ，

預 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス を通 じて啓 示

され た福音 の原則 を生活 の 中 で実践 す

る方法 を会員 た ち に教 えた こ とを， ホ

ラ ン ド長 老 は指 摘 して い ます 。 第2代

大 管長 は実践 に優 れ た力 を発揮 しま し

た。 この 実践 こそが ，新 しい教 科課 程

が 目指 してい る もの の..つ です 。

多 くの 会員 は ヤ ン グ大 管 長の 教 えが

1990年 代 とさ らに将 来 の生 活 に当 て は

め られ る こ とに驚 き を覚 える こ とで し

ょう。 「一部 の教 会 員 と教 会外 の人 々

の間 に は， ブ リガ ム ・ヤ ング を偉 大 な

移 民指 導 者 ，偉 大 な実行 力 のあ る ア メ

リカのモ ー セで あ る とい う見方 をす る

傾 向 が あ ります。 そ してそ れ はすべ て

その とお りです。 わ た しは彼 の深 遠 な
い けい

思 い に畏敬 の念 を抱 い てい ます 。彼 は

どの ような基 準 に当 て はめ る と して も

霊 感 あふ れ る人 で した。 皆 さん はヤ ン

グ大管 長 が記 した事柄 を読 み さえす れ
こんにち

ば， ヤ ング大 管長 の 言葉 が 今 口の わた

した ち に当 ては まる こと を理 解 で きる

で し ょう」 とホ ラ ン ド長 老 は述べ て い

ます。

オ ー クス長 老 もこの こ とに強 く同 意

して い ます 。.「わ た しはす べ て の 教 会

員 に約 束 したい と思 い ます。 皆 さん は

これ らの教 えを読 む ときに ， この偉 大

な預言 者が 教 え た福音 の原則 の真 実性

と， また福 音 の原 則 が持 つ美 し さと価

値 を豊 か に学 ぶ こ とがで きるだ けで な

く，精 神 を も活 気 づ け られ る こ とで し

ょう。 これ らの原 則 に は魎 が あ

ります 。」

オ ー クス長老 はブ リガム ・ヤ ング大

管 長 の教 えか ら引 用 して ，例 を挙 げ て

い ます 。 「多 くの 人 は かつ て 教 え られ

た こ ともない 原則 を ， 自分 が 先頭 に立

って教 え られ る と考 えて い ます。 彼 ら

は この 妄想 に取 りつ か れ た瞬 問か ら，

悪 魔 の と りこ に な って 汚 れ た

場 所 へ と導 か れ て い る の に 気

づ い て い ませ ん。 彼 ら は こ の

教 訓 をず っ と以 前 に学 んで い な

け れ ば な らなか った に もか かわ

「わたしたちの教会は全世界的な教

会です。恐 らく多くの地域では，

わたしたちが提供する資料だけを

頼りに教えることになると思いま

す。……わたしたちは彼らが手も

とにある資料を活用できるように

細心の注意を払ってきました。」
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らず ， ジ ョセ ブの時代 以 降 ，学 ん だ人

は わず か しか い ま せ ん 。」(『 ブ リ ガ

ム ・ヤ ング説 教 集』77-78)こ の教 え

は ，福 音 の原 則 につ い て預 言者 が教 え

て い るこ と以上 に ， 自分 には多 くの事

柄 を教 え る 権 威 が あ る と考 え てい る

人 々へ の警 鐘 として現在 も価 値 があ る，

とオー クス長老 は述べてい ます。

第4日 曜 日

新 しい教 科 課 程 に お い て， 第4日 曜

日に は現 時 点 で話 題 にな って い る事柄

に焦点 を当て ます 。 さ らに現在 の どの

よ うな問題 に関 して教 えるか につ い て

選択 す る余 地 が残 され て い ます。 メル

キゼ デ ク神 権 定員 会お よび グル ー プ と

扶 助協 会 の姉妹 た ち は，大 管 長会 か ら

指 定 され る10の テー マ と，ス テ ー ク会

長 ，伝 道部 長 ， また は地方 部 長が 指 定

す る二 つ のテ ーマ を研 究 します。 地 元

の指導 者が 選 ん だテ ーマ の うち 一つ を

年 間 の前半 に，残 る一 つ を後 半 に教 え

ます。

テー マ に 関す る レ ッス ンの 資料 は，

最 近 の 教 会 機 関誌 に掲 載 さ れ た 大 管

長 ，副 管長 ， 十二 使徒 定 員会 会 員 の教

えか ら採 っ た ものが用 い られ ます。 現

在 使用 され てい る教会 出版物 の 一部 が

レッス ンの資 料 として指 定 され る場 合

が あるで し ょう。

教 師 は，以 上 の ほか に資料 を必要 と

す るで しょ うか 。 レ ッス ンの内 容 に関

連 した聖 句 を引用 す る こ とは適切 です

が ， これ以外 の 資料 を使 う こと は勧 め

られ ませ ん 。 「わ た した ち は レ ッス ン

に活 気 を もた ら し，生徒 を啓 発 す る に

十分 な資料 を提 供 してい る と考 え てい

ます」とオ ー クス長老 は述 べ て い ます 。

「む しろ教 え方 を改 善す る た め に努 力

を傾 け る方が よいで し ょう」 とオ ー ク

ス 長老 は述 べ てい ます 。

ホ ラ ン ド長 老 は この よ うに説 明 して

い ます 。 「わた した ち の教 会 は全 世 界

的 な教 会 です 。恐 ら く多 くの地域 で は，

わた した ちが 提供 す る資 料 だ けを頼 り

に教 え る こ とにな る と思 い ます 。大 き

な教会 付 属 図書館 が な く， 末 日聖徒 の

資 料 に関 す る コ ンピュ ー ター ・デ ー タ

ベ ー ス を利用 す る こ とが で きない教 師

に対 して も十 分 な資 料 を提供 で きる よ

う に， わた した ち は良 い資料 を作 成 す

る義務 が あ る と考 え ま した。 わた した

ち は彼 らが手 も とにあ る資料 を活用 で

きる よう に細 心 の注 意 を払 っ て き ま し

た。」 教会 が設 立 され て'日が 浅 く，翻

訳 され た資料 も限定 され てい る地域 で

は， 入手 で きるわず か な資 料 を活 用す

るた め の指針 が与 え られ て い ます 。

「教会 の機 関誌 が なか った ら， この

新 しい教 科課 程 を実 施 す る こ とは不 可

能 で した」 とオー クス 長老 は述 べ て い

ます 。 メ ルキ ゼデ ク神権 と扶助 協 会 の

教 科 課 程 で 実 施 され る 第4日 曜 日の レ

ッ ス ン に お い て ， 『エ ン サ イ ン 』

(Ensfgη)と 国 際 機 関 誌 は今 後 と も中

心 的 な資料 と して 活用 され ます。 教会

員 と指 導者 は皆 ，教 会 の教 科 課程 で使

用す る研 究 資料 と して教 会機 関誌 を購

読す る よう勧 め られて い ます。

教会員を養う

オークス長老とホランド長老はとも
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に，新会 員 を定 着 させ るた め に， また

現在 福音 のすべ ての祝 福 に あず か って

い ない活 発 で な い会員 を活発 化 させ る

た め に，質 の 高 い レ ッス ンを実 施す る

こ とが不 可 欠 であ る と考 えて い ます 。

オー ク ス長老 は この よ うに指摘 して

い ます 。改 宗者 は宣教 師 か ら福 音 の基

本 的 な事 柄 につ いて 集 中 レ ッス ンを受

け ，そ の 間 に霊 的 な強 い確認 を感 じて

教会 に入 ります。 彼 らは ワー ドや支 部

におい て，引 き続 き霊 を奮 い立 たせ る，

教 義 に基 づい た指 導 を必 要 と して い ま

す 。教 会 に戻 ろ うと してい る活 発 で な

い会員 には， 彼 らの 決意 を福 音 に よっ

て後押 し して くれ る よ うな指 導 が必 要

と され ます 。

・「すべ て の教 会員 は福 音 に対 す る教

あかし

義 的 な理解 を深 め， そ れ に よって 証 を

強 め る 必 要 が あ り ます 」 とホ ラ ン ド

長 老 は 述 べ て い ます 。 新 しい 改 宗 者

は， も し宣教 師 か ら受 け る わず か6回

の簡 単 な レ ッス ン を終 え た 後 に， 何

の助 け も な くそ の ま ま放 置 され る と

した ら， 証 を強 め る こ とが で き ませ

ん 。 教 会 歴 の長 い 人 で あ っ て も， 彼

らは 生 涯 を通 じて福 音 の 原 則 を研 究

し， 深 く考 え る 機 会 を常 に 得 て い な

け れ ば ， 証 を 強 め る こ とが で き な い

ので す。

ヒ ンク レー大 管長 は 「神 の 善 い言葉 」

(モ ロナ イ6：4)に よっ て会 員 た ち を

養 う こ との大 切 さを しば しば強調 して

い る，とホ ラ ン ド長老 は述 べ て い ます 。

「わ た した ち は この新 しい教 科 課 程 が

彼 らを養 う もの とな る こ とを信 じて い

ます 。」 □
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わたしたちは主イエス ・キ リス

トを愛 しています。主はメシヤ
あがな

であり，救い主であり贋い主で

す。

自
分はキ リス トに従 う者だと公言する人々の中には，末日聖徒イエス ・キ リ

ス ト教会の会員はクリスチャンではないと言 う人がいます。実際 わた し

たちの教会や教義 を攻撃することによって生計を立てている入がいるのです。こ

れか らお話 しする経験 をそのような人々もすることができたら，と思います。

わた しの友人が初めてソル トレーク ・シティーを訪れ，わた しの事務所 にやっ

て来ました。彼は立派な教育を受けた，しか も献身的なクリスチャンで した。わ

たしも彼 も，もちろん表立って話 をしたことはあ りませんが，わたしたちの教会

の会員はクリスチャンではない と教 えている人が彼の教派の指導者の中にいるこ

とを承知 していました。

互いに差 し障 りのない ことを少 し話 した後で，わた しは彼 に 「見て もらいたい

ものがあるのだが」 と言いました。わたしたちは歩いてテンプルスクウェアに行

き，北訪問者セ ンターに入 りました。そ して 『聖書』 と 『モルモン書』の時代 の

使徒 と預言者の絵 を眺めま した。それか らスロープを上 って2階 に行 きました。

そこには トルバルセン作の復活されたキリス トのすば らしい像があ り，広大な宇

宙 と神の創造のパノラマを見せて くれています。
くぎあと

十字架上での釘跡 を見せるようにして手を伸 ばしてい らっしゃるキリス トのあ

のすばらしい像 に見入っていた とき，友人のロか ら感嘆のため息が漏れ ました。
けいけん

わたしたちはしばしたたずみ，敬虞な思いで救い主の生涯に思いをはせたので し

た。それからわたしたちは互いに沈黙 したままでスロ憎プを下 りました。外 に出

る途中の通路 には，聖なる森でひざまずいて祈 りをささげているジ ョセブ ・ス ミ

スの小 さなジオラマがあ りました。

こうしてテンプルスクウェアを出た後で，彼 は別れ際にわた しの手を取ってこ

う言いました。「あれを見せて くれてあ りがとう。君が何を信 じているのかを初

めて理解で きたような気がする。」 わたしたちが クリスチ ャンかどうかで疑いを

持っているすべての人が，このわたしの友人と同 じような理解 を得て くれたらと

願っています。

わたしたち.は主イエス ・キリス トを愛 しています。主はメシヤであ り，救い主
あがな

で あ り， 蹟 い 主 で す 。 わ た した ち は 主 の 名 に よ っ て の み ， 救 い を得 る こ とが で き

るの で す(モ ー サ ヤ3：17;5：8;教 義 と聖 約18：23参 照)。 わ た した ち は 主 に 仕

え た い と願 っ て い ます 。 わ た した ち は 主 の 教 会 で あ る 末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト
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ソル トレーク シテ ィーのデ ィス イ ス サ プレース州立公園において
ほろ

約5万 人の群衆 か1997年 モルモ ン街道幌馬車 隊を迎 えた。

PHOTOGRAPHBYCRAIGDIMON[〕

→ 『聖徒 の道』1997年10月 号 ローカル ,10ペ ー シ参照

クリントン米 大統 領,

｢開 拓者の旅｣に

賛辞 を寄せ る

｢宗整塑鷹 難 簾 震
を再 現 す る とい う感動 的 な試 み に対 し

て 賛辞 を贈 るこ とをわ た しは この上 な

い 栄誉 と感 じて い ます｣と ビル･ク リ

ン トンア メ リ カ合 衆 国大 統 領 は1997年
ほろ

モ ルモ ン街 道 幌馬 車 隊 に参加 した 人々

に対 して書簡 を送 ってい る。｢モル モ ン

開拓 者 団 の物 語 は多 くの点 で アメ リ カ

とい う国家 独 特 の歴 史物 語 です 。 自 ら

の 良心 の命 じる ところ に従 って礼 拝 す

る 自由 を求 めて合 衆 国 の沿岸 にた ど り

着 い たすべ ての人 々の歴 史 です 。 また

そ れ は,熱 心 に働 き,神 を信 じる こ と

に よって何 事 で も成 し得 る こと を知 っ

てい る人 々の物語 で もあ ります 。｣□

ロ シアか らの手車,

大管長 に寄贈 される

シ蕩 禦 嘉羅議読
て到着 した1台 の手 車 が,7月23日 ソル

トレー ク･シ テ ィー にお い て,ロ シア

か ら訪 れ た イ レー ネ･ク ル ー シナ･ボ

グ ダ ンな らびに ウ クラ イナ か ら訪 れ た

タ マ ラ･ビ シ ア に よっ て ゴー ドン･

B･ヒ ンク レー大 管 長 に寄贈 され た。

ロ シア とウ ク ライナ に住 む教 会員 か ら
あカし

寄 せ られ た3,000通 に上 る証 とあい さつ

智

の 手紙 と,色 鮮 や か な各地 の衣 装 を着

せ た30の 手作 り人形 を載せ た手 車 は,

列 車 に積 まれ て各都 市 を巡 り,ユ タ州

まで届 け られ た。 そ して 目的 地で あ る

ソル トレー ク盆 地 に入 る直前 まで 来 た
ほろ

モルモン街道幌馬車隊に合流した。こ

の手車は教会の歴史芸術博物館で永久

保存されている。□

PHOTOGRAPHBYTAMRAHAMBLIN
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癒澗

､ 北朝鮮,朝 鮮入民共和国の支援
会は過去2年 間,北 朝鮮の困窮

教 者 に対す る人 道 的援 助 を実施 し

て きた。 赤 十字 をは じめ とす る諸機 関

を介 して届 け られ た援助 物 資 は,小 麦

粉,粉 ミル ク,食 用油,毛 布,応 急手 当

用 の 医薬 品な ど合 計2,400ト ンに上 る。

七 十人 の デ ビ ッ ド･E･ソ レンセ ン

長 老 は大 管 長会 の指 示 を受 け て,先 ご

ろ北朝鮮を訪れ,｢特 に食糧が底をつ

いたために食糧の配給制度が実施され
き きん

てお り,ま た飢謹 の恐 れが あ る北 部地

域 に対 して,今 後 どの ような支 援 を展

開す べ きか を判 断す るた め,現 状 を視

察｣し た。

七 十人 の レ ソクス･D･ビ ネ ガー長

老 と と もに北 朝鮮 を訪 れ た ソ レンセ ン

長老 は,教 会 か ら寄 付 され た500本 の

りん ごの木 の寄 贈,お よび植樹 の 支援

が末 日聖徒 慈善 事業 団 の ブ レ ソ ド･チ

ャ ング兄 弟 に よ って な された こ とを報

告 して い る。 また教 会代 表 者 のギ ャ リ

ー･ブ レイク兄 弟 に よっ て土壌 の 浸食

状 況 の調 査 と,浸 食 防 止 の技術 援 助が

行 われた。 □

聖徒の道/}997年12月 号
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遠隔地での小規模神殿建設計画,発 表される

か りか,比 較 的 短 期 間,数 か

月 間 で 建 築 す る こ とが 可 能,

との こ とで あ る。

が少な噛 に槻 模の神殿を 講 繊 必鑑 辮 脳 轡 老
建 設 し,多 くの教 会員 が居 住 す 略 さ れ ま せ ん｣と ヒ ン ク レー

る地域 には従 来規 模 の神殿 を建幽･大 管 長 は説 明 してい る。｢主 の

設 す る こと を発 表 した。 宮 で 行 わ れ るす べ て の儀 式 を

小規 模 の神 殿 につ い て ピ ンク 。受 け る こ と が で き る の で す 。

レー大 管 長 は以下 の ように述 べ こ れ ら小 規 模 の 神 殿 は,比 較

て い る。｢ア ラ ス カの ア ン カ レ より多くの人々に神殿の祝福をもたらすことを目的として,的 大 きな 既 存 の 神 殿 と比 較 し

ッジ,メ キ シ コ北 部 の末 日聖徒 居住する末日聖徒の数が少ない地域に て少 な くと も半 分 以 上 の収 容

の居住 地,ユ タ州 モ ンテ ィセ ロ 小規模の神殿を建設することが発表された･能 力 を 持 つ こ と に な り ます 。

の3か 所 で,小 規 模 の 神 殿 の 建 ま た,必 要 が 生 じれ ば拡 張 す

設 を直 ちに開始 します。｣る こ とが で きます。

｢教会 には,遠 隔 地 にあ り,居 住 す る 会員 が召 され ます 。一 人 の副神 殿 長 は さて,こ の発 表 を耳 にす る多 くの 地

会 員が少 な く,近 い将 来 に大 き く成長 神殿 記録 部 長 を務 め,も う一 人 の副神 域 のス テ ー ク会長 は 『これ こそ わ た し

す る見 込み の ない 地域 が数 多 くあ りま 殿長 は神 殿 技術 者 と して働 き ます。儀 た ちが 求 めて い た もので す』 と言 う こ

す｣と ヒン ク レー 大管 長 は計 画 の発 表 式執 行者 はすべ て,地 元 の会 員 が務 め とで しょ う。 皆 さんが 必 要 として いる

に 当 た っ て説 明 して い る。｢こ れ らの ます 。彼 らは ワ ー ドや ステ ー クにお い こ とを わ た した ち に 知 らせ て くだ さ

地域 に住 む教 会 員 は神 殿 の儀 式 に よっ て もほか の責任 を果 た し ます 。参 入 者 い 。 わた したち は,十 分 な注 意 と祈 り

て もた らされ る祝福 を永久 に受 け られ は 自分 の神 殿着 を準備 す る こ とに な り を もって検 討 します。 けれ ども,す べ

な いの で し ょうか 。 ます。 このた め,建 設費 が膨 大 な洗 濯 て の こ とが一 度 に実現 され る とい うよ

数か 月前 にその よ うな地 域 を訪 れ た 施設 は不 要 とな ります 。しか しなが ら,う な期 待 を持 た ない で くだ さい。 わた

際,わ た した ち は この疑 問 につ い て祈 バ プ テス マの 衣装 を洗 濯 す るた め の小 した ち はこ の事業 につ いて 多少 の経 験

りの気 持 ち で深 く思 い 巡 ら しま した 。 規模 な洗濯 設備 は設 置 され ます 。食 堂 を必要 とす る はず です 。｣

そ して,明 確 で す ば ら しい答 え を受 け は設置 され ませ ん。 これ らの神 殿 を運営 す るた めに は地

ま した。 これ らの神殿 で は地元 の必 要 に応 じ 元 の教 会 員が あ る程 度 の犠牲 を払 わ な

わ た した ちは これ らの地域 に,す べ た 日程 で儀 式 が執 行 され るこ とに な り けれ ば な らない とヒ ンク レー大 管長 は

て の儀 式 を執行 す る た めのす べ ての 施 ます。 恐 ら く,週 に1日 か2日 程 度,神 述 べ て い る 。｢彼 ら には,儀 式 の執 行

設 を持 つ小 規 模 の神 殿 を建 設 します 。 殿 が 開 か れ る こ と に な る で し ょう。｣者 を務 め る だ けで な く,神 殿 を清潔 に

神 殿 建 設 の 基 準 に基 づ く建 物 で す か ヒ ンク レー大 管 長 は さ らにこ う続 けて 保 ち,管 理す るた めの働 きが求 め られ

ら,集 会 所 の基 準 よ りもは るか に高 度 い る。｢い ず.れに して も,こ の点 につ るで し ょう。 けれ ども大 きな負 担 とは

な基 準 を 満 た さな けれ ば な りませ ん。 いて は神殿 長 の判 断 にゆだ ね られ る こ な らない はず です｣と 語 った 。

死 者 の た め の バ プテ スマ,エ ン ダウ メ とに な ります。｣｢受 ける祝 福 を考 えれ ば,そ うした負

ン トの儀 式,結 び 固 め,そ のほ か主 の 可 能で あ れ ば,こ れ らの神 殿 をス テ 担 も軽 く感 じることで しょう。神殿 には有

宮 で生 者 と死者 のた め に行 われ るす べ 一 クセ ン ター と同 じ敷地 に建 設 し,駐 給 の職員 は置か れません。運営 はすべて

ての儀 式 を執 行す る設備 が整 え られ ま 車 場 を両 施設 の 共用 とす る こ とに よっ 信 仰 と奉献 と献 身 にゆだ ね られ ます 。

す 。 て,建 築 資金 の 節減 を図 りた い,と 大 これ らすべ ては,わ た した ちが この

神殿 長 は ステ ー ク会長 が召 され る場 管 長 は述べ てい る。､大 切 な業 を力 強 く前 進 させ よう と して

合 と同 じ よ うに,地 元 の会 員が召 され 大管 長 の説 明 に よれ ば,こ の規模 の い る気 持 ち の表 れ です｣と ヒン ク レー

て,管 理 す る こ とにな ります。任 期 は 神 殿 は,規 模 の大 きい 神殿 の1年 分 の 大 管 長 は語 っ た(ChロrchNews『 チ ャ

特 に 定め ませ ん。 神殿 の地域 内 に住 む 維 持 費 に相 当す る費 用 で建 設 で きる ば 一チ ニ ューズ』1997年10月ll日 付)。[
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姉 の 死,次 女 の初 めて の 出産,次 男の

伝 道 か らの帰 還,そ して就 職,転 居 な

ど。 わ た し ど もは奉 仕 中 で何 の手伝 い

もで きませ ん で したが,子 供 た ち はお

互 い に連 絡 し合 い助 け合 って そ れぞ れ

上 手 に解 決 して くれ ま した。 主 が｢家

族 の 一致｣を 祝福 して くだ さ った こ と

に感 謝 してお ります。

神 殿 の 中で は いつ も死 者 を身近 に感

じて過 ご してお りま した。 だい ぶ前 に

な ります が,ハ ワ イ神 殿 に参 入 し母 の

身代 わ りの儀 式 を受 け た と き,ほ ん と

う に隣 に母が い る の を感 じ,み な さん

に紹 介 した い との思 い に駆 られた の を

思 い出 します 。 時 々,死 者 のお 名前 を

手 に しただ け で胸 が熱 くな る思い をい

た しま した 。確 か に亡 くな った方 々 は

遠 くで は な く身近 に いて,儀 式 の順番

を心 か ら待 ってい らっ しゃる と分 か り

ます 。

神 殿 の夏 期休 館 の 問,ほ んの わず か

です が系 図 の仕 事 を させ てい た だ きま

した。図書 館 に行 って資 料 を探 した り,

そ の記 入法 を教 えて いた だい た り,最

後 の1日 は久 し く遠 ざ か って い た 先祖

の 記録 を見 直 し,記 入 す る こ とがで き

ま した。名 前 を見 な が ら,ま だ小 さか

った こ ろ祖 母 に連 れ られて遊 び に行 っ

たの は この方 だ った の か し ら,な ど ど

思 い なが ら系 図 を調べ る こ との 楽 しさ

を感 じ,も っ と もっ と一生 懸命 に探 さ

なけ れば と決心 い た しま した 。

度 々,エ ンダ ウメ ン トの 儀式 を受 け

る機 会 があ ります ので 感謝 してお りま

す。 入 る と きの気持 ちの あ りようで受

け る ものが 違 って くる こ とが分 か りま

した。 時 に は雑 念 に とらわれ た り,睡

魔 に 襲 わ れ る こ と もあ ります 。 で も,

あ る ときは｢主 の愛｣を 感 じ｢心 か らの

平安｣を 頂 くことがで きま した。またあ
あがな

る ときは｢イ エ ス･キ リス トの瞭 い の深

さの 一端｣に 触 れ,流 れ る涙 を止 め る

ことがで きな くなった こ ともあ ります 。

上 手 に説 明 で きな いの です が,わ た

しは今,神 殿 に来 て,も う一 度バ プテ

ス マ を受 けた よう に感 じて い ます。外

見 は相 変 わ らず です が,心 の中 で何 か

が 変 わ っ て きてい る よ うに 思 い ます 。

｢主 の宮｣で あ る神殿 に は外 と違 った

空 気 があ ります 。 目に見 えな い何 かが

あ ります 。体 力 も気 力 も足 りない わ た

しは,そ の何 か に助 け られて こ こ まで

来 られ た と思 って い ます。 神殿 は主 の

宮で す。 神殿 の業 は主 の業 で す。 主 は

生 きて お られ,わ た した ち を愛 して く

だ さって い ます。

神 殿 で の ご奉 仕 の機 会 を頂 け た こ と

に心 か ら感 謝 して い ます 。い つ もわた

した ち を心 にか け,温 か く導 い て くだ

さっ た菊 地神殿 長 ご夫妻 に感 謝 してい

ます。 と もに働 いて くだ さっ た個 性 豊

か な神 殿 宣教 師 の皆 さま に感謝 してい

ます。(う え の･き み)
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中村雅延

83年 の10月 初 め,夕 方 の ま だ 明

19
るい5時 ごろ,二 人 の アメ リカ人

の訪 問 を受 け ました。わた しが 出 る と､

『モ ルモ ン経 』 と書 か れ た本 を 目の前

に差 し出 し｢こ の本 を知 ってい ます か｣

と尋 ね ました。｢い い え知 りませ ん｣と

答 え る と､｢神 様 につ いて知 ってい ます

か,少 しお話 を した いので すが,時 間 は

あ りますか｣と 言 い ま した。

そ の と きのわ た しは 関東 で の長 い 出

張 期 問 を終 えて休 み を取 って い ま した

の で,時 間 は た っ ぷ りあ り ま した 。

｢ど うせ 人 間 が金 もう けの た め に作 っ

た偽 宗教 で,人 集 め にす ぎないの だ か

ら,今 まで の よ うに質 問攻 め に して 困

らせ て や ろ う。 そ うす れ ば必 ず ぼろ を

出 して 退散 す るだ ろ う｣と 何 食 わぬ顔

で家 に上 げた のが 宣教 師 との戦 いの 始

ま りで した。 わた しは今 までに二 つ の

宗 教 を質 問 攻 め で 退 散 させ て い ま し

た。 一つ 目はあ っ と言 う間に,二 つ 目

は子供 連 れ で布 教 して い る宗教 で,退

散 させ る まで3年 間,入 れ 替 わ り立 ち

替 わ りや っ て 来 て 教 え で くれ ま し た

が,わ た しの質 問 につ まず い て,だ れ

も来 な くなって しまい ました。次 はだ れ

か,早 くや っ て来 な いか と心待 ち に し

て いた と きに 来 たのが 彼 らだっ たの で

す。

わ た しは生 まれつ き宗教 と名 の付 く

もの は大嫌 い で した 。だ まされ た多 く

の人 々 を知 っ てお り,｢こ の世 に神 様

が い るわ けが な い,い る な らば,困 っ

てい る人,病 ん でい る人 々を なぜ助 け

て くれ ない のか 。何 も して くれな い神

様 に どう して大 金 を出す の か｣と 不 審

に思 っ てい ま した。 親 と同居 し家 を新

築 した ときに も,神 棚 も作 らせ ない ほ

どで した。

家 に上 げた二 人 の宣教 師 は,自 己紹

介 と雑談 で 時 を過 ご し次 の約 束 を して

あ っ さ り と帰 って しまい ました。 身構

え て い た わた し は拍 子 抜 け しま した 。

｢い つ 教 義 につ い て教 え て くれ る の だ

ろ う。何 を話 して くれ るのか 早 く知 り

た い。 質 問攻 めで 困 らせ てや ろ う｣と

待 っ てい るの に,話 して くれ ない じれ

聖徒の道/1997年12月 号

h

っ た さが あ りま した。彼 らは年 齢 も若

く,息 子 よ り少 し年 上 く らい で世 間 の

こ ともあ ま り知 らない 様子,こ れ な ら

あ っ と言 う問 にや っつ け てみ せ る と 自

信 満 々で待 ち受 けてい ま した。

3回 目か ら本 題 に入 り,教 義 につ い

て話 しだ しま した 。 わた し自身,彼 ら

は金 も うけの た め にや って来 て い る と

思 っ てい る わけ です か ら,何 を話 す の

か と待 ち構 え,浮 か ん だ疑 問 をす か さ

ず 質 問す る のです 。一 つ を聞 くと10く

らい の疑 問が あ り,そ のすべ て をぶつ

け ます 。 す る と彼 らは その 一つ 一 つ に

『モ ル モ ン書 』 をパ ッ と開 い て｢中 村

さ ん,神 様 は この ように言 ってお られ

ます｣と 読 ませ ます 。 それ が答 えに な

っ て い るの で す 。 わ た しは とい う と,

や っつ け る ことが で きな い悔 しさで 目

は三角 にな り,口 調 鋭 く迫 るの ですが,

彼 らはいつ も穏 や かで,わ た しの質 問

が次 に何 を言 うの か知 って いる かの よ

うに振 る舞 ってい るので す。 宣教 師 の

目を見 る と,目 の 奥 のず 一 っ と先 に人

影 が あ り,そ の人 が質 問 の答 えを 出 し

て い る よ うな錯 覚 に と らわ れ ま した 。

｢こ れ で は負 けて しま う,こ の次 は怒

らせ る よ うな口調 で 難 しい言 葉 を使 っ
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灘
すべてをささげる喜び

元神殿長夫人補佐

中村妙子

様がわたしに福音を与えてくださ

神 っ たの は今 か ら13年 前 の こ とで

す 。人 生 に喜 び も希望 もな く,自 分 は

価 値 の な い者 と思 って い た こ ろ です 。

イエ ス様 は物 語 に 出て くる架 空 の 人だ

と思 って い た ほ どに知 識 の な いわ た し

で した が,福 音 を通 して｢わ た しは神

様 の子 供 で あ る｣と 聞 いた とき,ト ン

ネル の 向 こ うに光 が 見 えた よう な喜 び

が あ りま した。

『モ ルモ ン書』 は当初 は難 し くわ た

しには理 解 で きな いだ ろ う と思 われ ま

した。神 様 は なぜ,学 問 の ない わた し

に も学 問の あ る人 に も同 じ 『モ ルモ ン

書』 を与 え られ るの だ ろ うと不 思 議 に

思 い ま した。 しか し,ヤ コ ブ書 を読 み

進 ん だ と き涙 が 止 ま らな くな り,｢神

様 が わ た しを愛 して くだ さっ てい る｣

こ とをは っ き り知 りま した。 学 問 のな
み

い わ た しに も,求 め る な らば主 は｢御

たま

霊｣に よって理 解 させ て くだ さる こ と

を知 った と きか ら,神 様 とイエス 様 に

つ いて の勉 強 が始 ま りました。

自分 で選 ん だ道 な のだ か らとい う思

い か ら,わ た しは仕事 を辞 め,持 て る

す べ て を主 の た め に使 いた い と望 む よ

うに な りま した。 祈 りと断食 と聖典 の

勉 強,教 会 の奉 仕 … … 自 ら望 んだ もの

の,初 めは何 か と不 平不 満 を並 べ,不

従 順 に なる わた しで した。 しか し,イ
しょくざい

エス 様 の｢順 罪｣を 理解 す る度合 い に

応 じて難 しい と思 えた こ と もで きる よ

うにな り,神 様 との関係 が 深 ま るにつ
あがな

れて イ エス様 の 蹟 い に感謝 の念 が わ き

上が りま した。｢従 い たい｣｢す べ て の

行 い が 感 謝 を表 す もの で あ りた い｣

｢神 様 と イエ ス様 が わ た し を見 て悲 し

まれ ない よ うに努力 した い｣と 心 に決･

め ま した。 や が て主 はわ た しに初 め て

の神 殿 参入 の機 会 を与 えて くだ さい ま

した。 何 を した のか よ く理解 で きなか

った 中で,エ ンダ ウメ ン トの最 中,一

度 だ けなぜ か 心 に とて も喜 びが あ った

こ とを覚 え てい ます 。そ れ は後 で分 か

った こ とです が,奉 献 の律 法 の聖 約 を

主 と交 わ した と きで した。

そ れか ら神様 はわ た した ち夫婦 にた

くさんの祝 福 を与 え られ,神 殿 宣教 師

とい う召 しを与 えて くだ さい ま した 。

｢主の宮｣で 奉仕 を させ て いた だ き,1年

と4か 月が 過 ぎ ま した 。愛 す る先 祖 の

霊 た ちが 自分 で 受 け るこ との で きな い

儀 式 を一 日千 秋 の思 い で待 っ てお られ

る こ とを肌 身で 感 じ,時 間 を惜 しん で

働 く中で,先 祖 の方 々 の助 け と｢清 め｣

を頂 き,こ の業 が確 か に イエ ス･キ リ

ス ト様 の｢尊 い腰 いの 業｣で あ る こ と
あかし

の証 を強 める こ とが で きま した。 神殿

の儀 式の 一つ 一つ の言葉 を通 じ｢御 霊｣

に よって与 え られ る喜 び は,こ の世 の

事柄 か らは知 る こ とので きない｢喜 び

と平 安｣で す 。 わた しは ジ ョセ ブ･ス

ミス の｢小 羊 は生 きて お られ る｣(教

義 と聖 約76:22)と い う証 に限 りな く

喜 び を覚 え,神 様 とイエ ス･キ リス ト

様 の愛 と哀れ み に心 よ りへ り くだ り感

謝 申 し上 げ ます 。(な かむ ら･た え こ)

み たま

主の御霊に貫かれ

元神殿宣教師

吉岡公夫

殿宣教師に召されてからのこの1

神年,参 入する方々の信仰深く献身
あかし

的 な奉 仕 の 姿 を見,ま た純 粋 な証 を 聞

く度 に胸 の 熱 くなる思 い を感 じ,た だ

た だ 頭 の 下 が る思 い を 感 じて き ま し

た。 そ して,よ りい っそ う努力 を し よ

うと決意 す るので した 。

以前,司 式者 の 責任 を頂 いた ときの

こ とで す。 前 に立 っ た と き,頭 のて っ

ぺ んか ら顔 か ら胸 そ してつ い には足 の
み たま

つ ま先 まで主 の御 霊 が注 が れて体 全体

が 熱 くな りま した。何 と もい えない 温

か さ と平安 そ して喜 び で満 た され,自

分 の体 が ま るで 自分 の体 で ない よう な

感 覚 にな りました。

また,別 の機会 に も,御 霊 が 頭 のて

っぺ んか ら次 第 に体 全体 に注 が れ,燃

える よ うな感覚 に な りま した 。そ して,

亡 くな った方 へ の親 しみが わ いて きた

ので した。儀 式 の 問,ず つ と落 ちつ い

て平安 と喜 び に満 た され て過 ご し ま し

た。 イエ ス･キ リス トの聖 めが なけ れ

ば,わ た した ち は心 に平 安 が得 られ な

い こ とを証 します。

わた した ち は,神 殿 の 内外 どこに あ

っ て も常 に主 の豊 か な恵 みの 中 で生活

させ て い ただ いて お ります 。 イエ ス･
あがな

キ リス トの贈 い に心 か ら感 謝 し ます 。

どの よ うな方 も神殿 の儀式 な くして は

昇 栄 で きない こ と を証 します 。(よ し

おか･き み お)

先祖と喜びを共にして

こ とを強 く感 じま した 。 そ う して予 定

どお りに受 け た念 願 の結 び 固め で は,

言 葉 で は言 い尽 くせ ない ほ どの感 動 と

喜 び を味 わい ま した。 そ の と きに,将

来神 殿 にお い て夫婦 で奉 仕 しよう と心

に決 め ま した。 そ して,こ の 度神 殿宣

教 師 に召 され,奉 仕 す る機 会 を得 て心

か ら喜 んでお ります。

糖'ハ

神殿宣教師として今回2度 目の

奉仕をされた吉岡乙夫妻

元神殿宣教師

吉岡美津子

ワイ神殿で永遠の夫婦の結び
ノ＼

固 め を受 け る予 定 の ほ ん の数

週 問前,兄 弟 が交 通 事 故 に遭 い,2

か月 問絶対 安 静 とい う重傷 を負 って

しまい ま した 。 しか し,奇 跡 的 に回

復 し,そ こに主 の愛 と力 が注 が れた
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先祖 への大 きな プ レゼ ン ト
横浜ステークの会員たち,3か 月で2,248枚 の記録 を提出

この夏,横 浜ステークでは家族歴史の探求と神殿参入が呼びかけられた。

会員たちは心を一つにしてそれにこたえ,わ ずか3か 月の間に2,248枚 の家族の記録を提出,

東京神殿では空前の規模での団体参入が実現 した。

嚢難

藝

8藝

華
9

s
藩

譜

死者藤 欝 薯けて

横浜 第 一 ワー ド

勝 政英人

テ ー クの 皆 様 に1,200枚 の家 族

｢ス の記録 を提 出す る ようにお願 い

しま した が,何 枚 集 まっ た と思 い ます

か?｣菊 地神殿 長夫 妻 を迎 え ての ファ

イヤ サ イ ドで ず っ しり と積 み重 ね られ

た家 族の 記録 の 東 を抱 え て遠藤 ス テ ー

ク会長 が 言い ま した 。菊 地神 殿 長か 任

期 を終 え られ るに当 た り,感 謝 の気 持

を込 めて ス テー クで 何 かで きない か と

思 い,考 えつ い たの が家 族 の記 録 の提

出だったのです。

続 けて遠 藤 ステーク会 長 が｢こ こに は

目標 の1,200枚 をは るか に上 回 る1,900

枚 以 上 の 家 族 の記 録 が あ ります｣と 言

った途端,会 場 の聖 徒 た ち か ら歓 声 が

起 こ りま した 。 それ は ま るで,死 者 の

霊 が ともに喜 び合 っ て いるか の よ うな

喜 び と驚 きの響 きで した 。 フ ァイヤ サ

イ ドが 行 われ て い る問 に も提 出 が相 次

ぎ,新 た に137枚 が 加 え

られ,全 部 で2,111枚 の

家族 の 記録 が 菊地 神殿 長

ご本 人 に 手 渡 さ れ ま し

た。 そ の後 も この勢 い は

続 き,8月 の 終 わ りの ス

テ ー ク団体 参入 には 合計

2,248枚 もの家 族 の記 録

が提 出 され ま した。会 員

に 呼 び か けて か ら3か 月

足 らず の 出 来 事 で した 。

また神 殿長 は｢も し150

人が エ ンタウ メ ン トを一

度 に受 けた ら,東 京 神殿

でい まだか つ て ない こ と

です｣と,ま さ に開拓 者

150周 年 記 念 の 年 に ふ さ

わ しいチ ャレ ンジを与 えて くださいま し

た。 この言 葉 に ステ ー クは 再 び燃 え,

心 を一 つ に して頑 張 った結 果,受 け付

け が始 まる前 か ら ロビー は聖徒 た ち で

あ ふ れ,結 果 的 に192人 が 集 ま りま し

た。 この人 数 な ら普 通 はこ つ 部屋 に分

かれ る ところ です が,別 の 部屋 で は通

常 のセ ッシ ョンが行 わ れ てい たの で一

つ の部 屋 で 受 け る こ とに な りま した。

その た め聖徒 たち は礼拝 堂 に全 員入 り

きれす,ド ア を開 け,廊 下 にいす とテ

レビモ ニ ター を置 いて儀 式 に 臨み ま し

た。
あかな

儀 式で は,イ エ ス･キ リス トの蹟い と

死者 の霊 に心 を向 け,ス テークの会員の

心 は一つ にな りま した。 それは,す ばら

しい経験 で した。死者へ の熱 い思 い を抱

いた聖徒 たち は,ま さに高 い所 か ら力 を

授 け られたのです。

神殿 の儀 式 は主 の 神 聖 な 業 で あ り,
あカし

神殿が確かに主の宮であることを証し

ます。(かつまさ ひでと 横浜ステ
ーク神殿家族歴史担当高等評議員)

ノ
響

祈りによ麹て先祖に導かれる
箋

横浜第一ワー ド

小野田 美恵子

図に必要な資料は何年も前に集

系 め終 わ り,こ れ 以上 集 め る こ と

はで きない とあ き らめ て い ま した。 し

か し,わ た しは もっ と古 い先祖 を調 べ

た い と い う気 持 ち が い つ もあ りま し

た。 そ う した折 り,菊 地神 殿長 が フ ァ

イヤ サ イ ドで,系 図関 連 の古文 書 の こ

とをお話 しに な りま した。 早速 わ た し

は先祖 を古 文書 で探 す た め中央 図書 館

に行 きま した。 しか し,そ こに ある の

は青梅 市 の もの だ けで,わ た しが必 要

として いた 目黒 区 の もの は な く,が っ

か りしま した。 と りあ えず,図 書館 一

覧表 だ け を もらっ て帰 宅 し ま した。 何

とか して調べ た い と思 い,一 覧 表 か ら

幾 つ かの 施設 へ電 話 しま したが,そ こ

では何 も分 か りませ んで した 。そ こで,

神 様 に祈 っ て別 の所 に電 話 をか け てみ

る と親 切 に ほか の所 を紹 介 して くだ さ

り,や っ とそ こで見 つ け る ことが で き

ました。

念 願 の系 図 関連 の 古 文

書 を見 つ け られた こ とに

灘 黙 撃 論 購 灘 心 か ら感 謝 した も の の,

そ こか ら どの よう に 自分

の先 祖 を探 した ら よい か

考 えあ ぐね,天 父 に尋 ね

ま した。 す る と,具 体 的

な方 法 が心 に浮 か び,先

祖 を記 した個 所 を見 つ け

る こ とが で き ま した 。 そ

の と き,思 わ ず｢あ っ

葱 餐 た1｣と 叫 んで し まい ま

した。

先 祖 の 探 求 を 通 し て,

横浜ステークの2羽1枚 もの家族の記録を受け取る菊地元神殿長夫妻(右)祈 る こ との大 切 さ と天 父

は確 か に祈 りに こた えて
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永遠の見地

永遠,わ た したちの行 く末 ジ ェー ム ズ･E･フ ァウ ス ト

一 お 一

教え る

教室 着実 に絶えず成長す る力 を与 える場所

バ ージニア･H･ピ アス

新任教 師のための助け バ トリシア･P･ビ ネガー

神権定員会 と扶 助協会 にお ける教科課程 の大 きな変更

ドン･L･シ ール

おもち ゃぱこ

お もちゃばこ

お もちゃばこ

お もちゃぼこ 『新約聖書』の人び と

お もちゃばこ

お もちゃば こ.グ ライダー をとばそう

お もちゃば こ

お もちゃば こ

お もちゃば こ クリスマ スのクイズ

親の務 め(｢家 族関係｣の 項 も参 照)

わた したちの｢心 の望み に応 じて｣

ニール･A･マ ックスウェル

信仰 こめて,一 歩ずつ

｢それ は,片 す みで行 われたので はない｣

ゴー ドン･B･ヒ ンクレー

教 会の女性 ゴー ドン･B･ヒ ンク レー

偉 大な幸福 の計画 を実践す る

｢王国 にかかわる平和 をもた らす事柄｣

ジェフ リー･R･ホ ラン ド

7月21頁

1月11頁

2月28頁

12月26頁

2月 子供9頁

4月子供12頁

ジャネ ッ ト･ピ ー ター ソン

5月子 供13頁

6月 子供13頁

8月 子供7頁

9月 子供13頁

11月 子供5頁

12月 子供12頁

M･ラ ッセ ル･バ ラー ド

リチ ャ ー ド･G･ス コ ッ ト

一 か 一

カーボベルデ

カーボベルデ に届 いた福音 の風

改宗(｢信 仰｣｢証｣の 項 も参照)

主の御声に耳 を傾 ける

｢神 よ,ま た逢 うまで｣

神 は こた えて くださる

夢が現実 にな りました

ン･ウ ォー カー

ア ン ドリ ュー･ク ラ ー ク

フ ラ ンシ ス コ･J･ビ ー ナ ス

デ イエ ー ン･ウ オ ー カ ー

テ リー･リ ン･ビ ッ トナ ー

マ リア･ロ シ ン カ ー ル ソ ドッテ ィ ル,

1月22頁

工月25頁

1月57頁

1月76頁

1月84頁

1月94

4月34頁

1月90頁

4月17頁

5月14頁

デイエー

6月40頁

｢あ なたが立ち直った ときには,兄 弟 たちを力 づけてや りな さい｣

ロバー ト･D･ヘ イルズ

開拓者(｢教 会歴史｣の 項も参照)

信仰 こめて,一 歩ずつ

御霊の力 によって聞 く

援助の手 を差 し伸べ る

モ ンゴルの大 きな変化

信仰 こめて,一 一･歩ずつ

信仰の遺産

M･ラ ッセ ル･バ ラー ド

ゴ ー ドン.･B･ヒ ン ク し･一

ゴ ー ド ン･B･ヒ ン ク レ ー

メ ア リー･ニ ー ル セ ン･ク ッ ク

ロ バ ー ト･L･バ ッ クマ ン

R･バ ル･ジ ョンソ ン

夢がか なった,香 港 の聖徒 たち

ケ リー ン･リ ックス･ア ダムス

開拓者 になろう

ルース･ミ ューア･ガ ー ドナー,バ ーニャ･Y･ワ トキンス

恐れ を知 らぬ女性 メァ リー･ア ン

カー ボベル デに届 いた福音 の風 ア ン ドリュー･ク ラーク

半ペニー と真珠 ジェ リー･ボ ローマ ン

おお,開 拓者 よ1

近年発表 された,開 拓 者をたたえ る芸術作品か ら

アンデスの 開拓者 ア レン･リ ス ター

あ る田舎町の写真家 の夢 ネルソ ン･ウ ォズワース

永遠,わ た したちの行 く末 ジェームズ･E･フ ァウス ト

｢わ た しは神 の力に よって何事 で もするこ とがで きる｣

ジャック･H･ゴ ーズ リン ド

道 を示 して くれた人々 トーマス･S･モ ンソン

旅 について何 も恐 れる必要はないM･ラ ッセル･バ ラー ド

信仰 こめて,一 歩 ずつ一 開拓者の大い なる旅路

信仰 に忠実 に ゴー ドン･B･ヒ ンクレー

信仰 こめて,一 歩 ずつ ポニー･D･パ ーキン

時間 をか けて歩 き続 ける バー ジニ ア･H･ピ アス

現代の開拓者 ジャネ ッ ト･ヘ イルズ･ベ ッカム

人 は皆開拓者 です トーマス･S･モ ンソン

召 しにこた える ジャ ック･H･ゴ ーズ リン ド

7月93頁

1月25頁

1月4頁

1月97頁

2月10頁

2月14頁

2月32頁

3月34頁

3月 子供12頁

レックス･G･ジ ェンセ ン4月20頁

4月34頁

5月28頁

5月34頁

5月40頁

6月16頁

7月21頁

7月46頁

7月61頁

7月68頁

7月71頁

7月74頁

7月98頁

7月100頁

7月106頁

7月109頁

8月10頁

チェコの聖徒 たちが迎 えた輝 ける日 カー リル･メ ール

イジー･ス ネデル フレル,オ ルガ･ス ネデルフ レル夫妻

チェコの開拓者夫婦の足跡 マ ービ ン･K･ガ ー ドナー

ハ ネムー ン･ト レイ ル デ ビッ ド･E･ソ レンセ ン

パ レンケで再開 された主の業 マ ービ ン･K･ガ ー ドナー

カ ンボジアに根 を下 ろす福音

リラ ン ド･D･ホ ワイ ト,ジ ョイス･B･ホ ワイ ト

大管 長会 メ ッセー ジ

ジェームズ･E･フ ァウス ト

わた しは開拓者 キ ャサ リン･ラ モニーノ･ト ルプ,

9月10頁

9月 工6頁

10月16頁

10月34頁

10月40頁

行 って,彼 らを平原か ら連れて来 なさい

11月2頁

ドン･0･ト ル プ

12月46頁

回復(｢最 初の示現｣の 項 も参 照)

十二使徒 ボ イ ド･K･パ ッカー1月5頁

｢心 を込 めていちばん大切な もの を送 ります｣

リチ ャー ド･C･エ ッジリー1月70頁

大管長会メ ッセ ージ

｢僕 ジ ョセブを器 と して,神 は何 とすば らしいものを造 り出された こ

とか1｣ゴ ー ドン･B･ヒ ンク レー

善 を行 うよう｢に導 く御霊L･ト ム･ペ リー

家族 関係(｢結 婚｣｢神 権｣の 項 も参照)

.神の証人 ヘ ンリー･B･ア イ リング

｢そ れは,片 すみで行われたので はない｣

ゴー ドン･B･ヒ ンク レー

永遠の家族 ロバー ト･D･ヘ イルズ

家路 ジェニ ファー･ガ ント･ア ブ シャー

伝道中の帰郷 スリー･デ ビ･コ ムー

子供た ちの霊 を養 う バ トリシア･P･ビ ネガー

感謝 ジェラル ド･L･テ ーラー

｢彼女 は母親だか らさ｣ジ ェフ リー･R･ホ ラン ド

すべての ものをな くした後に

家族歴史(｢神 殿 と神 殿活動｣の 項も参照)

夢が現実 にな りました マリア･ロ シンカール ソ ドッティル,

ン･ウ オーカー

布 につづ る時 の流 れ ペ トレア･ケ リー

家庭

｢そ れは,片 すみで行 われた のではない｣

ゴー ドン･B･ヒ ンク レー

偉大 な幸福 の計 画を実践する リチ ャー ド･G･ス コッ ト

家庭訪問メ ッセー ジ

最善の賜物 を求める

信仰 と忍耐

真理 を識別す る

キリス トが お られるこ とを知る

従順 を通 して得 られる知恵

｢あなたの信仰があ なたを救 ったのです｣

預言の賜物

御霊の力 によるコ ミュニケー ション

｢知識の言葉｣

2月2頁

7月78頁

1月35頁

1月57頁

1月72頁

4月32頁

5月8頁

7月14頁

7月38頁

7月40頁

ll月12頁

デ イエ ー

6月40頁

8月34頁

1月57頁

1月84頁

2月24頁

3月25頁

4月25頁

5月25頁

6月25頁

8月25頁

9月25頁

10月25頁

11月25頁

｢それ らが何のため に与 え られているのか を常 に覚 えてお きなさい｣

12月25頁

わたしたちの｢心 の望み に応 じて｣

ニール･A･マ ックス ウェル1月22頁

信仰 に堅 くつ く アイ リー ン･H･ク ライ ド1月100頁

神(｢天 父｣の 項も参照)

感謝

慈愛 によって強め られる イレイン･L･ジ ャ ック

感謝 ジェラル ド･L･テ ー ラー

深 い悲 しみの さなかに も

スベ イ ンボルグ･グ ー ドムンズ ドッティア

カ ンボジア

カンボジアに根 を下ろす福音

リラン ド･D･ホ ワイ ト,ジ ョイス･B･ホ ワイ ト

管理の職(｢責 任｣の 項 も参照)

牧場鳥R･バ ル･ジ ョンソン

｢真理 を守 り｣ジ ョセブ･B･ワ ース リン

｢監督,助 けて1｣ダ リ ン･H･オ ー クス

一 き 一

儀式(｢聖 約｣の 項も参照)

実在す るカ ピー ター･ポ マー ト

膿 い主 イエス･キ リス ト リチ ャー ド･G･ス コッ ト

犠牲(｢さ さげ物｣の 項 も参照)

1月105頁

7月38頁

12月44頁

10月40頁

6月42頁

7月17頁

7月25頁

6月44頁

7月65頁
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家庭訪問 メッセージ 御 霊の力に よるコミュニケーシ ョン10月25頁

一 さ 一

再活発化(｢フ ェローシ ッピング｣の 項 も参照)

試練 には必ず 目的があ ります

エ ディマ ール･ボ テロ･ス ペルテ ィ2月30頁

もう一度,快 く迎えて くれ るか しら

アウレリア･S･デ ィエ ソン5月21頁

彼 らはや って来る トーマス･S･モ ンソン7月53頁

群 れに戻 る8月26頁

最初の示現(｢ス ミス,ジ ョセ フ｣の 項 も参 照)

預言 の霊L･ア ル ディン･ポ ー ター1月9頁

｢心 を込めてい ちばん大切 な ものを送 ります｣

リチャー ド･C･エ ッジ リー1月70頁

｢麗 しき朝 よ｣ジ ョセブ･ス ミスの最初の祈 りと最初 の示現

カーロス･E･エ イ シー

歌 こはわがあい し

マービ ン･K･ガ ー ドナー,バ ーニ ャ･Y･ワ トキンス

さ さげ物(｢奉 献｣｢犠 牲｣｢什 分 の一｣の 項も参照)

｢小 さな石｣イ レイ ン･L･ジ ャック

サ ンダ ーソン,ヘ ン リー(関 連記事)

ノーブーのテ ィー ンエー ジャー,ヘ ンリー･サ ンダー ソン

ウィ リアム･G･ハ ー トリー

賛美歌(｢歌｣の 項参照)

一 し 一

死(｢現 世｣の 項も参照)

希 望を得 て奮い立つ チエ コ･N･岡 崎

家 路 ジェニ ファー･ガ ン ト･ア ブシ ャー

深 い悲 しみの さなか にも

スベイ ンボル グ･グ ー ドムンズ ドッテ ィア

慈愛(｢愛｣の 項参照)

質疑応答

どうした ら,心 の中か ら悪 い言葉 を一掃 で きるで しょうか

わた しは教会員です。

それなの に,な ぜあ ま り幸福 ではないので しょうか

使徒

十二使徒 ボ イ ド･K･パ ッカー

指導者 を支持する

成功する話 し方教室 ダー リン･リ ス ゴー

｢監督,助 けて1｣ダ リン･H･オ ー クス

神権のカ ジェームズ･E･フ ァウス ト

イエス･キ リス トの証人 ダー リン･リ ス ゴー

従 順(｢戒 め｣の 項 も参照)

永遠の家族 ロバ ー ト･D･ヘ イルズ

｢王 国にかかわる平和 をもた らす事柄｣

ジェフリー･R･ホ ラ ンド

従順に よ りもたらされる平 安 レックス･D･ビ ネガー

助言の中 に安全 を見 いだす ヘ ンリー･B･ア イリング

不変の基本原則 デビ ッ ド･B･ヘ イ ト

分かち合いの時 間

4月10頁

12月 子供4頁

7月85頁

8月16頁

1月103頁

4月32頁

12月44頁.

2月25頁

5月22頁

1月5頁

4月26頁

7月25頁

7月48頁

12月16頁

1月72頁

1月94頁

4月子供7頁

7月28頁

7月43頁

イエス はわた しに,何 をす る ようのぞ んでい らっ

しゃるで しょう カ レン･ア シュ トン

什分の一(｢さ さげ物｣の 項も参照)

｢模範 とな りな さい｣ト ーマ ス･S･モ ンソ ン

｢そ れは,片 すみで行 われたの ではない｣

ゴー ドン･B･ヒ ンク レー

祝福師の祝福

祝福師の祝福 を受 けた 日 バ レリア･サ レル ノ

純潔

真剣 に考 えるべ き事柄 リチ ャー ド･G･ス コッ ト

障害

思いが けないバ プテスマ バー ト･L･ア ンダーセ ン

盲人か ら学 んだこ と ローヘ リン･セ リス

正直(｢誠 実｣の 項も参照)

レース ドナ･ガ マ ッシュ作

自転車が教 えて くれたこ と アルマ･J･イ エ ーツ作

正直 に事 を行 う アラ ン･V･フ ァンク

小 さなお友 だちヘ トーマス･S･モ ンソン長老

女性

教会の女性 ゴー ドン･B･ヒ ンクレー

偉大 な幸福 の計 画を実践 す る リチ ャー ド･G･ス コッ ト

信仰 に堅 くつ く アイ リー ン･H･ク ライ ド

9月子供8頁

1月52頁

1月57頁

10月20頁

9月28頁

10月6頁

10月38頁

6月 子供14頁

8月 子供10頁

11月28頁

11月 子供6頁

1月76頁

1月84頁

1月100頁

慈愛 によって強め られる イ レイ ン･L･ジ ャック

扶助協会 の大 いなる鍵 の言葉 ジ ェー ムズ･E･フ ァウス ト

初等協会

分か ち合 いの時間 わた しの福 音の標準

カレン･ア シュ トン

新任教 師のための助 け バ トリシア･P･ビ ネガー

自立

自立 ローラディー ン･リ ンゼイ

神権

ベ テス ダの池 のキ リス ト トーマス･S･モ ンソ ン

｢走って も疲れ ることが な く｣L･ト ム･ペ リー

救 い主 はあなたを頼 りに してい ます

ジ ヨー･J･ク リステ ンセ ン

正 直 道徳 の羅針 盤 ジェームズ･E･フ ァウス ト

実在す るカ ピー ター･ポ マー ト

不変 の基 本原則 デ ビッ ド･B･ヘ イ ト

｢わた しは神の力 によって何事 で もする ことがで きる｣

ジャ ック･H･ゴ ーズ リン ド

神権 のカ ジェームズ･E･フ ァウス ト

神 が定 め られたパー トナーS･マ イケル･ウ ィルコ ックス

神権定員会 と扶助協会 にお ける教科課程 の大 きな変更

ドン･L･シ ール

信仰(｢改 宗｣｢証｣の 項も参照)

預 言の霊L･ア ルデ ィン･ポ ーター

信 仰こめて,一 歩ずつM･ラ ッセル･バ ラー ド

信仰 に も行い にもクリスチ ャンで ある

ジ ョセ ブ･B･ワ ー スリン

信 仰に堅 くつ く ア イリーン ざH･ク ライ ド

信仰 こめて,一 歩ずつ ロバー ト･L･バ ックマ ン

家庭訪問メ ッセー ジ 信仰 と忍 耐

信 仰の翼にの って ビキ･A･グ ロバ ーグ

50年 間守 り続 けた信仰 ホンザ･ト ムサ

｢真理 を守 り｣ジ ョセブ･B･ワ ース リン

助言の中 に安全 を見い だす ヘ ンリー･B･ア イ リング

旅について何 も恐れ る必要 はないM･ラ ッセル･バ ラー ド

信仰 こめて,一 歩ずつ 開拓者 の大いなる旅路

信仰に忠実 に ゴー ドン･B･ヒ ンク レー

信仰 こめて,･.･歩 ずつ ポニー･D･パ ーキ ン

現代の開拓者 ジャネ ット･ヘ イルズ･ベ ッカム

ザイールか ら主の宮ヘ クテカ･カ ム レテ

大管長会メ ッセー ジ.涙,試 練,信 頼,証

トーマス･S･モ ンソ ン.

ぼ くのイ ルカ

ゲー トナー

神 殿と神 殿活動(｢家 族歴史｣｢結 婚｣の 項も参照)

1月105頁

1月109頁

2月 子供14頁

2月28頁

10月22頁

1月17頁

1月42頁

1月45頁

1月48頁

6月44頁

7月43頁

7月46頁

7月48頁

9月8頁

12月26頁

1月9頁

1月25頁

1月80頁

1月100頁

2月14頁

3月25頁

3月28頁

6月46頁

7月17頁

7月28頁

7月68頁

7月71頁

7月74頁

7月98頁

7月106頁

8月8頁

9月2頁

ア イザ ック･ピ メ ン テ ル,エ リ ザ ベ ー ト･サ ム ウ ェ ー ズ･

10月46頁

神殿への旅 ジュリア･ハ ーデル

神殿結婚 を待 ち望 む バ トリシア･E･マ ッキニス

いつ もの木曜 日 ガブ リエル･ラ ローズ

永遠,わ た したちの行 く末 ジェームズ･E･フ ァウス ト

ザ イールか ら主 の宮ヘ クテカ･カ ム レテ

ハ ネムー ン･ト レイル デビ ッ ド･E･ソ レンセ ン

思いが けないバ プテスマ バー ト･L･ア ンダーセ ン

モルモ ンメッセージ 天 国へ の入 りロ

真理

正直 道徳 の羅針盤 ジェームズ･E･フ ァウス ト

｢模範 とな りな さい｣ト ーマス･S･モ ンソ ン

家庭訪問 メ ッセージ 真 理を識別す る

一 す 一

救いの計画

｢いつ も御子の御霊 を受 ける｣ダ リン･H･オ ークス

偉大 な幸福 の計画 を実践 する リチ ャー ド･G･ス コッ ト

重荷 を分 け合 う ジャネ ッ ト･ト ーマス

｢愛の神,賛 め よ｣ニ ー ル･A･マ ックスウェル

贈い主 イエ ス･キ リス ト リチ ャー ド･G･ス コ ット

スネデル フレル,イ ジー(関 連記事)

イジー･ス ネデルフ レル,オ ルガ･ス ネデ ルフレル夫妻

チ ェコの開拓者 夫婦 の足 跡 マー ビン･K･ガ ー ドナー

2月8頁

4月28頁

5月38頁

7月21頁

8月8頁

10月16頁

10月6頁

11月15頁

1月48頁

1月52頁

4月25頁

1月66頁

1月84頁

5月10頁

7月12頁

7月65頁

9月16頁

スミス,ジ ョセフ(｢教 会歴史｣｢最 初の示現｣｢回 復｣の 項も参照)

｢模範 とな りな さい｣ト ーマス･S･モ ンソ ン1月52頁

大管長会 メ ッセージ｢僕 ジ ョセブを器 と して,神 は何 とす ば らしい

もの を造 り出された ことか1｣
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チ ェコの聖徒 たちが迎 えた輝け る日 カーリル･メ ール9月10頁

イジー･ス ネデルフ レル,オ ル ガ･ス ネデルフ レル夫妻

チ ェコの開拓者 夫婦の足跡 マ ービン･K･ガ ー ドナー9月16頁

友 だちになろ う一 チ ェコ共和国,プ ラハ に住 むルカーシュ･ク ロウチル

コー リス･ク レイ トン9月 子供14頁

知恵の言葉

｢走 って も疲:れることが な く｣L･ト ム･ペ リー1月42頁

｢それ は,片 す みで行 われたのではない｣

ゴー ドン･B･ヒ ンクレー1月57頁

息子 が耳を傾ける とき3月30頁

象 の突進 テ リー･リ ー ド8月46頁

知識(｢真 理｣の 項 も参照)

父親の務 め(｢親 の務 め｣の 項参照)

一 つ 一

罪(｢悔 い改め｣の 項 も参 照)

モルモ ンメッセー ジー 一度 だけのつ もりで も… …

一 て 一

テレビ(｢メ ディア｣の 項参照)

伝道活動

ベテス ダの池の キリス ト トーマス･S･モ ンソン

神の証入 ヘ ンリー･B･ア イ リング

正直 道徳の羅針盤 ジェームズ･E･フ ァウス ト

｢そ れは,片 すみで行われ たのではない｣

ゴー ドン･B･ヒ ンク し･一

｢心 を込めていち ばん大切 な ものを送 ります｣

リチ ャー ド･C･エ ッジ リー

福音 は秘 密に してお くものではあ りませ ん

い ま しょう マ リサ･ボ イ タカー･ハ ンフ リー

｢喜 ば しい出会い｣フ アン･ア ル ド･レ オー ネ

大管長会 メッセー ジ 証 を述べ ることの大切 さ

ジェームズ･E･フ ァウス ト

勇気 を奮 い,信 仰を語 る

ニーナ･バ サルス カイア,バ レリー･パ ーカー

｢モ ルモ ン書』 を分か ち合 う ビク トル･カ マ ルゴ

大管長会 メッセージー わた したちの信仰

トーマス･S･モ ンソン

伝道 中の帰郷 ス リー･デ ビ･コ ムー

神 はこたえて くだ さる テリー･リ ン･ビ ッ トナー

すべ て理解 で きました
.ナタリア ･ウ ラデ ィ ミロブナ･レ オノバ

50年 間守 り続けた信仰 ホンザ･ト ムサ

彼 らはやって来 る トーマ ス･S･モ ンソン

信仰 に忠実に ゴー ドン･B･ヒ ンク レー

3月33頁

1月17頁

1月35頁

1月48頁

1月57頁

1月70頁

良 きお とずれを分か ち合

2月44頁

2月48頁

3月2頁

3月44頁

4月31頁

5月2頁

5月8頁

5月14頁

6月26頁

6月46頁

7月53頁

7月74頁

｢あ なたが立 ち直った ときに は,兄 弟 たちを力づ けてや りな さい｣

ロバー ト･D･ヘ イルズ7月93頁

象 の突進 テ リー･リ ー ド8月46頁

全 世界に開かれた伝道 部

マリアン･マ ーティンデイル,ジ ェニフ ァー･ガ ン ト･アブシャー9月44頁

夫婦 宣教師｢教 会 のかけがえのない働 き手｣

デ ビッ ド･B･ヘ イ ト

天父

子供たちの霊 を養 う バ トリシァ･P･ビ ネガー

｢わ た しの名に よって常 に父 に祈 らなければな らない｣

L･エ ドワー ド･ブ ラウ ン

テンプルスクエア

テ ンプルスクウェァ

全世界 に開かれ た伝 道部

10月26頁

7月14頁

7月91頁

9月34頁

マ リアン･マ ー ティンデ イ ル,ジ ェ ニ フ ァー･ガ ン ト･ア ブ シャー9月44頁

一 と 一

道徳(｢純 潔｣｢誠 実｣の 項参 照)

独身会員

教会の女性 ゴー ドン･B･ヒ ンクレー1月76頁

独身成 人との語 らい ゴー ドン･B･ヒ ンク レー11月16頁

友だち にな ろう

エ ルサ レムに住 むダ ン･ボ ール ジャ ミー･マ コ ンバー4月 子供13頁

イン ドネシアのヨグヤカル タに住む クリスチャン･ネ フ ィー･ス ハ ル ト

とエルナ ワテ ィ･ス ハ ル ト マ イルズ･T･ツ ーアサ ン6月 子供6頁

チ ェコ共和 国,プ ラハに住む ルカーシュ･ク ロウチル

コーリス･ク レイ トン9月 子供14頁

一 に 一

忍耐(｢従 順｣の 項 も参照)

家庭 訪問 メッセー ジ キリス トがお られる ことを知 る

堪 え忍び,高 く上 げられる ラ ッセル･M･不 ルソン

時問をかけて歩 き続 ける バ ージニア･H･ピ アス

ピーナ ツ競争 ロザ リー･A･サ イパ ー ト

一 の 一

望み

わた した ちの｢心 の望 みに応 じて｣

ニール･A･マ ックスウェル

信仰 こめて,一 歩ず つM･ラ ッセル･バ ラー ド

ノルウ ェー

重荷 を分 け合 う ジャネ ッ ト･ト ーマス

一 は 一

働き

時 聞をか けて歩 き続 ける バー ジニ ア･H･ピ アス

小 さなお友 だちへ一 ロバー ト･p･ヘ イルズ長老

母親の務め(｢親 の務め｣の 項参照)

バプテスマ(｢聖 約｣の 項も参照)

神 の証 人 ヘ ンリー･B･ア イリング

贋 い ラッセル･M･ネ ル ソン

｢いつ も御子の御霊 を受 ける｣ダ リン･H･オ ークス

信仰 に も行 いに もクリスチ ャンである

ジ ョセブ･B･ワ ース リン

｢栄光 にあずか る者｣イ レイ ン･L･ジ ャック

分 かち合 いの時間 バ プテス マ,さ い しょのせいや く

カ レン･ア シュ トン

小 さな一歩で も,大 きな一歩

新 しい 日の始 ま り レイ･ゴ ール ドラ ップ作

一 ひ 一

5月25頁

7月81頁

7月100貝

10月 子供10頁

美徳(｢純 潔｣の 項参照)

批判

あ ら探 しとい う霊 的な危 険 マーク･D･チ ェンバ レン

評議会

扶 助協会の大い なる鍵 の言葉 ジェームズ･E･フ ァウス ト

群れ に戻 る

ヒジク レー,ゴ ー ドン･B(関 連記 事)

わた しのお じいちゃんは預 言者 ジ ャネ ッ ト･ト ーマス

一'31一

フ ィクシ ョン

ナ タリーの約束 ジャ ミー･マ コンバー作

ハ ロル ドの リス ト.デ ィア ン･L･マ ンガム作

秘密の1週 間 ジェニ ファー･ジ ェ ンセ ン作

新 しい日の始 ま り レイ･ゴ ー ル ドラップ作

レー ス ドナ･ガ マ ッシュ作

自転車が教 えて くれた こと アルマ･J･イ エーツ作

きのこ拾 い オルガ･ブ ル ガコバーペ トレンコ作

フ ェロー シッピング(｢再 活発化｣の 項 も参照)

もう一 度,快 く迎えて くれ るか しら

アウレリア･S･デ ィエ ソン

彼 らはやって来る トーマス･S･モ ンソ ン

改宗者 と若 い男性 について ゴー ドン･B･ヒ ンク レー

1月22頁

ユ月25頁

5月10頁

7月100頁

9月 子供6頁

1月35頁

1月39頁

1月66頁

1月80頁

1月87頁

5月 子供4頁

5月子供8頁

5月 子供10頁

5月16頁

1月109頁

8月26頁

10月8頁

2月 子供6頁

3月 子供4頁

4月 子供4頁

5月子供10頁

6月子供14頁

8月子供10頁

9月子供10頁

5月21頁

7月53頁

7月56頁

｢あなたが立 ち直 った ときには,兄 弟たち を力づ けてや りなさい｣

ロバ ー ト･D･ヘ イルズ

新 しいワー ドにな じむ ジ ョアン･ド クシー

福祉 プログラム

｢あなた も行 って同 じように しな さい｣

H･デ ビッ ド･バ ー トン

扶助協会

｢それ は,片 す みで行 われたのでは ない｣

ゴー ドン･B･ヒ ンクレー

｢栄光 にあず かる者｣イ レイ ン･L･ジ ャック

信仰 に堅 くつ く アイリー ン･H･ク ライ ド

慈 愛に よって強め られ る イ レイ ン･L･ジ ャック

扶助 協会の大い なる鍵の言葉

｢小 さな石｣イ レイ ン･L･ジ ャック

神権 定員会 と扶助協会 における教科 課程の大 きな変更

ドン･L･シ ー ル

ジ ェ ー ム ズ･E･フ ァ ウ ス ト

7月93頁

11月26頁

7月88頁

1月57頁

1月87頁

1月100頁

1月105頁

1月109頁

7月85頁

12月26頁
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預言 の霊L･ア ルディ ン･ポ ー ター

家庭 訪問メ ッセー ジ 預言 の賜物

預言者(｢預 言者｣｢啓 示｣の 項も参照)

預 言者に与え られ る霊感 デ ビ ッド･B･ヘ イ ト

ベテスダの池のキ リス ト トーマス･S･モ ンソン

信仰 こめて,一 歩ずつM･ラ ッセル･バ ラー ド

｢そ れは,片 す みで行 われたのでは ない｣

ゴー ドン･B･ヒ ンクレー

助 言の中に安全 を見 いだす ヘ ンリー･B･ア イ リング

感謝 ジェラル ド･L･テ ーラー

心 に留め ますか,そ れ とも無視 しますか

デール･S･コ ックス

わた しのお じい ちゃんは預言者

喜 び(｢幸 福｣の 項 も参照)

一 り 一

リーダーシ ップ

教 会の女性 ゴー ドン･B･ヒ ンク レー

人は皆開拓者です トーマ ス･S･モ ンソ ン

リム,ア ウグス ト･A(関 連記事)

小 さなお友だ ちヘ アウグス ト･A･リ ム長老

一 わ 一

若い女性

現代の開拓者 ジャネ ット･ヘ イルズ･ベ ッカム

若い男性

不 変の基本原則 デビッ ド･B･ヘ イ ト

改宗者 と若い男性 につ いて ゴー ドン･B･ヒ ンクレー

召 しにこたえる ジャ ック･H･ゴ ーズ リン ド

分かち合いの時間

わた しの福音の標準 カ レン･ア シュ トン

せんた くとけっか カ レン･ア シュ トン

くいあ らため,わ るい行いを正 しい行い にか えること

カレン･ア シュ トン

バ プテスマ,さ い しょのせ いや く カレン･ア シュ トン

よ く思 いはか り,い のるこ とに より,正 しい ことをえ らぶ

カレン･ア シュ トン

ヒー ローとヒロイ ン カ レン･ア シュ トン'

1月9頁

9月25頁

1月15頁

1月17頁

1月25頁

1月57頁

7月28頁

7月38頁

8月20頁

10月8頁

1月76頁

7月109頁

2月 子供4頁

7月106頁

7月43頁

7月56頁

8月10頁

2月 子供14頁

3月子供8頁

4月 子供10頁

5月子供4頁

6月子供8頁

8月子供8頁

イエ スはわた しに,何 をする ようのぞんで い らっ しゃるで しょっ

カ レ ン･ア シ ュ トン

ジ ョセ ブ･ス ミス,ゆ う きあ る か み の し もベ

カ レ ン･ア シ ュ トン

今 日 わ た し は,だ い じな せ ん た くを し ます

カ レン･ア シ ュ トン

9月子供8頁

10月子供4頁

11月子供8頁

イエ ス･キ リス トのたん じょうをあか しす るよげん しゃたち
.カレ ン･ア シュ トン12月 子供8頁

1月 号

巾央幹部の異動

ローカルペー ジ索引

島袋長老,七 十人第二定員会か ら名誉の解任 となる

｢末 日聖徒慈善事業団｣

福音 の教義 クラスで使 う補助教材 の日本語版完 成

完成 した教会 配送セ ンター

亡 くなった方 々を身近に感 じて

(シ ドニー･ロ バー ト･ア デ ィア3世)

｢強い光が さし込み,優 しい声が聞 こえました｣(京 子･ア デ ィア)

自分 と家 族を守るために一 災害への備 え

石川 地方部広 報委員会主催の展示会 と講演 会

10人 家族 の関谷 家,TV番 組｢森 公美子･涙 の挑戦1

大家族 のお母 さん入門｣に 出演(関 谷順正)

イエ ス･キ リス トの光 を輝かす ために(関 谷 恵美子)

神殿 エ ンジニァ として,奉 仕者 として(徳 田和 義)

2年6か 月の奉仕 を終 えて(徳 田満子)

ユ タ系 図協会 のお手伝い をきっか けに改宗(三 浦善一)

70歳 を超 えての夫の改宗(三 浦操子)

1997年 度｢ク モ ラの丘霊園｣分 譲 のお知 らせ

新刊 ビデオ;教 会 ビデオ基礎編,

『教 義と聖約』教会歴史 ビデオ･プ レゼ ンテー ション

116頁

ll7頁
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ll9頁

ll9頁

120頁
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127頁

価格 改定 と絶版のお知 らせ

JMTC-11月 に召 された専任宣教 師 第206期 生13人

海外 に召された 日本人宣教師2人

役 員の異動(1996年10月14日 ～11月11日)

ユ ニ ッ トの合併

2月 号

ヒ ンク レー大管長,精 力的 に多忙 な 日程 をこなす

海の島々が奉献 され,キ リバ スに最初 のステークが組織 され る

ハ ンガ リー を訪れた ホラン ド長老

ア ジア北地域会長会への インタビュー:

日本,韓 国,ロ シア極東部 での教会 の発 展

｢信仰 こめて,一 歩 ずつ｣1997年,全 世界150年 記念祭

新 しい ロゴ 教会 の正式名 を改 めて強調

再組織 された名古屋 ステーク会 長会

｢まず神の国 と神 の義 を求 めなさい｣(塚 原俊英)

独 身会員のための｢神 殿交流会｣の ご案内

特 集一 神殿交流会 での出会 いか ら

今 まで見 えて いなかった相 手のよさを知って(片 岡利晴)

神殿交流会での デー トか ら(片 岡午穂 乃)

指導者の導 きに従 って(山 田百合香)

電話 と手紙のや り取 りを通 して(白 井利典)

釧路地方部の若 い男性･女 性 の交流会

｢デゼ レ ト･カ ンファ レンス｣

キ リス トを象徴す る教 会堂に(長 沼雅仁)

神戸 ステー ク北六 甲支部建 築概 要

価格改定のお知 らせ

新刊のお知 らせ:ビ デオ『わた した ちの信仰』,『子供の歌集』

JMTC!2月 に召 された専任宣教 師 第207期 生10人

海外 に召 され た 日本 人宣教 師 .1人

役員の異動(1996年11月12日 ～12月16日)

3月 号

ワース リン長老,か つての｢閉 ざされた町｣を 訪問

ロシア,ウ ラジオス トック発

世界 の人 々を教 える

最大規模 のソル トレー ク･テ ンプルスクウェア伝 道部

ロシアにお ける伝 道活動

一 福祉宣教 師 としての大 きな喜び(キ ム･キ･ヨ ン)

感動 を与 えた｢日 本 語に よる 『メサ イア』 コンサ ー ト｣

(我孫子 ステーク)

｢メサイア｣コ ンサー トの感激(大 森佳 子)

米 国での音楽留 学の経験 か ら(浅 井桃代)

神様 の愛 を知 って(浅 井紀子)

チ ューリッヒでは ぐくんだ信仰(野 田絵里奈)

神殿参入か ら得 た力(長 綱数江)

主 の証 をす るに恥ずる ことな く(加 藤喜久江)

酪農 と信仰生活(中 島由美子)

｢開拓者150年 記念,若 い男性キ ャンポ リー｣開 催 のお知 らせ

価格改定 のお知 らせ

JMTC1月 に召 され た専任宣教 師 第208期 生ll人

海外 に召された 日本人宣教師1人

お知 らせ

役員 の異動(1996年12月17日 ～1997年1月13日)

4月 号

スペ イ ン･マ ドリー ド神 殿の建築予想 図

｢新たな時代 の幕 開け｣改 訂 された 日本語の｢モ ルモ ン書』

世 界各地の宣教 師訓練セ ンター

福音 によって家族 と個人が成長す るよう助 ける

特集一 聖典 を通 して得た導 き

『モルモ ン書』 か ら学ぶ指導者の特質(藤 竹順子)

ニーフ ァイの模範に励 まされ(国 司康子)

あるがままの 自分を受け入れ られ るようになった祝福(三 浦妙 子)

｢聖 典の中には,主 のわた したちへ の愛 が

あふれてい ます｣(根 来直子)

川越 ワー ド･坂 戸支部合同演劇公演

｢ク リスマス･キ ャロル｣を 終 えて(笹 山裕史)

演劇 とい う｢世 界の創造｣(西 堀 健司)

教会外 か らの多 くの友人の協力 を得 た演奏会(山 本澄江)

子供 たちの歌声 とともに(福 円真史)

新 聞か らの話題:開 拓者の旅 を記念す る行事 に参加(関 口治)
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｢開拓者150周 年記念,若 い男性 キ ャンポ リー｣開 催 され る

小羊 は生 きてお られる(梶 原淳司)

主 に頼 り,す べ てを主にゆだね(渋 谷彰)

専任宣教 師一JMTC216期 生15人 海外4人

役員の異動(1997年9月3日 ～10月3日)

12月 号

集会施設 の鍬入 れ式

クリ ントン米大統 領,｢開 拓者 の旅jに 賛辞 を寄せ る

ロシアか らの手車,大 管長 に寄贈 され る

北朝鮮,朝 鮮 人民共和国の支援

東京神殿 の新神 殿長召 され る

太平 洋地域で組織 された100番 目の ステー ク

アイス ラン ド大統領,教 会員 を前 に して語 る

遠 隔地での小 規模神殿建設計画,発 表 される

特 集.神 殿か らもたらされる祝福

ともに喜ぶ(上 野道男)

神殿 は主の宮です(上 野 きみ)

神様 は最強,最 善 の使者 を送って くだ さった(中 村雅延)

すべて をささげる喜 び(中 村 妙子)

主の御霊 に貫 かれ(吉 岡公夫)

先祖 と喜 びを共 に して(吉 岡美津子)

神殿 は先祖 との霊 的な交流 の場(引 寺辰人)

奉仕 によって自分の賜物 を知 る(引 寺隆子)

先祖へ の大 きなプ レゼ ン ト
ー 横浜 ステークの会員た ち,3か 月で2,248枚 の記録 を提 出

専任宣教 師一JMTC第217期 生14人 海外2人

ブ ックセ ンターだ より:『 キ リス ト･イ エス』 『フ レーム人 り絵 画』

役 員の異動(1997年10月4日 ～11月3日)

新設 ユニ ッ ト

｢聖徒の道』1997年 度著者別索引
一 あ 行 一
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アイ リング,ヘ ン リー･B

神の証人1月35頁

助言の中 に安全 を見い だす7月28頁

アシ ュ トン,カ レン

分か ち合いの時 間 わた しの福音の標準2月 子供14頁

分か ち合い の時 間 せんた くとけっか3月 子供8頁

分か ち合 いの時 間 くい あ らため,わ るい行 い を正 しい行 いにか える

こと

分か ち合 いの時聞

分か ち合 いの時間

正 しいこ とをえ らぶ

分 かち合 いの時間 ヒー ローとヒロイ ン

分 かち合 いの時間

しゃるで しょう

分 かち合 いの時間

4月 子供10頁

バ プテスマ,さ い しょのせ いや く5月 子供4頁

よ く思 いはか り,い のるこ とに より,

6月 子供8頁

8月 子供8頁

イエスはわた しに,何 をす る ようのぞ んでい らっ

9月 子供8頁

ジ ョセブ･ス ミス,ゆ うきあ るかみの しもべ

10月 子供4頁

分 かち合 いの時間 今 日わたしは,だ い じなせんた くを します

ll月 子供8頁

分かち合 いの時 間 イエス･キ リス トのたん じ ょうをあか しす る

よげん しゃた ち12月 子供8頁

アダムス,ケ リー ン･リ ック ス

夢がかなった,香 港の聖徒 たち3月34頁

アブシャー,ジ ェニフ ァー･ガ ン ト

全世界 に開かれ た伝道部9月44頁

家路4月32頁

アンダーセン,カ イ･A

｢自分 の言語で｣6月28頁

アンダーセン,バ ー ト･L

思 いが けないバ プテスマ10月6頁

イエーツ,ア ルマ･J

自転車が教 えて くれた こと8月 子供10頁

ウ ィッテ ィア,ラ レイン

ジェシカ と 『モルモ ン書』 とロー兄弟8月 子供4頁

ウィル コックス,S･マ イケル

神 が定 め られたパー トナー9月8頁

ウオーカー,デ イエーン

｢神 よ,ま た逢 うまで｣4月17頁

アイス ラン ド 今 も終わ らない英雄伝6月34頁

夢が現実 にな りま した6月40頁

ウ ォズワース,ネ ル ソン

あ る田舎町の写真家 の夢6月16頁

工イシー,カ ー ロス･E

｢麗 しき朝 よ｣ジ ョセブ･ス ミスの最初の祈 りと最初の示現4月10頁

工スプ リン,ロ ナル ド･K

炎 の人,ブ リガム･ヤ ング3月18頁

工 ッジ リー,リ チャー ド･C

｢心 を込めてい ちばん大切 なものを送 ります｣1月70頁

オ ーナ ラジャ,グ ベ ンガ

みたまはぼ くに勇気をあた えて くれ ました5月 子供6頁

オー クス,ダ リン･H

｢いつ も御子 の御霊 を受ける｣1月66頁

｢監督,助 けて1｣7月25頁

光 と命12月40頁

岡崎,チ エコ･N

希 望 を得て奮い立つ1月103頁

オグデン,D･ケ リー

聖地の平和`12月20頁

一か 行 一

カー,ウ ィリアム･ロ ル フ

｢幼 い子供たち を見な さい｣

ガー ドナー,マ ー ビン･K

パ レンケ で再 開された主の業

イジー･ス ネデルフ レル,オ ルガ･ス ネデルフレル夫妻一

1月92頁

10月34頁

チェコの開拓者 夫婦 の足跡

歌 こはわがあい し

ガー ドナー,ル ース･ミ ューア

歌 開拓 者になろ う

ガマ ッシュ,ド ナ

レース

カマルゴ,ビ ク トル

『モ ルモ ン書｣を 分 かち合 う

カム レテ,ク テカ

ザイールか ら主の宮ヘ

ガルブ レイス,デ ビッ ド･B

聖地の平和

グー ドムンズ ドッテ ィア,ス ベ インボルグ

深い悲 しみの さなか に も

ク ック,ク エ ンテ ィン･L

喜 びなさい

ク ック,メ ア リー･ニ ール セン

モ ンゴルの大 きな変化

クラーク,ア ン ドリュー

カーボベ ルデに届いた福音の風

ク ライ ド,ア イ リーン･H

信仰 に堅 くつ く

グラ八ム,パ ッ ト

ちいさなみんなのため に･気 もち

クリステンセン,ジ ョー･J

救 い主はあなた を頼 りに してい ます

グ リフィス,マ イケル

｢あ なたはイエ ス･キ リス トの友達なの?｣

クレイ トン,コ ー リス

ちい さなみん なのため に一 せい ぎをえらび まし ょう

友だちに なろう

チェ コ共和 国,プ ラハ に住 むルカー シュ･ク ロウチル

グローバー,リ サ･M

テ レビとの正 しいつ きあい方

グロバーグ,ビ キ･A

信仰の翼 にのって

ゲー トナー,エ リザベー ト･サ ムウ ェーズ

ぼ くの イルカ

ケ リー,ぺ トレア

布 につづ る時の流 れ

ゴーズ リン ド,ジ ャック･H

召 しにこたえる

｢わた しは神の力 によって何事 で もす る ことがで きる｣

ゴール ドラップ,レ イ

新 しい 日の始ま り

9月16頁

12月 子供4頁

3月 子供12頁

6月子供14頁

4月31頁

8月8頁

12月20頁

12月44頁

1月32頁

2月10頁

4月34頁

1月100頁

4月 子供16頁

1月45頁

ll月10頁

3月子供10頁

9月 子供14頁

5月32頁

3月28頁

10月46頁

8月34頁

8月10頁

7月46頁

5月子供10頁
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ぼ くのイルカ10月46頁

ヒンク レー,ゴ ー ドン･B

御霊 の力 によって聞 く1月4頁

｢それは,片 すみで行 われたのではない｣1月57頁

教会 の女性1月76頁

援助 の手を差 し伸べる1月97頁

大管 長会メ ッセージ｢僕 ジ ョセブを器 として,神 は何 とす ばらしい

ものを造 り出 された ことか1｣2月2頁

大管 長会メ ッセー ジー 死 に対 する勝 利4月2頁

忠実かつ誠実 に7月4頁

改宗者 と若い男性 につい て7月56頁

信仰 に忠実 に7月74頁

世界 に宣言す る証7月97頁

大管長会メ ッセージ.霊 的な思い8月2頁

独 身成人 との語 らいll月16頁

大管長会 メッセージ 感謝の季節12月2頁

生 ける預言者 の言葉

フ ァウス ト,ジ ェー ムズ･E

正直一 道徳 の羅針 盤

｢女 よ,な ぜ泣いてい るのか｣

扶助協会 の大 いなる鍵 の言葉

3月16頁,6月32頁,9月26頁,10月14頁

大管長会 メ ッセージー 証 を述べ ることの大切 さ

永遠,わ た したちの行 く末

神権 の力

大管 長会 メ ッセージ.｢主 はわた しの魂 をい きかえ らせ｣

大管 長会 メッセージ.行 って,彼 らを平原か ら連 れて来な さい11月2頁

ファンク,ア ラン･V

正 直に事 を行 う

ブラウン,L･エ ドワー ド

｢わ た しの名 によって常に父に祈 らなけれ ばな らない｣

ブラフ,モ ンテ ィ･J

聖なる召 し

ブルガコバ ーペ トレン コ,オ ルガ

きの こ拾い

プ レゼンサ,ダ グ ラス

クリスマ スの新 しい伝統

プロペルツ ィー,マ ウロ

備 えはで きているだろ うか

ヘイ ト,デ ビッ ド･B

預言者 に与 え られる霊 感

不変 の基本 原則

夫婦宣教 師一｢教 会のか けが えの ない働 き手｣

ヘイルズ,ロ バ ー ト･D

永遠 の家族

1月48頁

1月62頁

1月109頁

3月2頁

7月21頁

7月48頁

10月2頁

1ユ月28頁

7月91頁

7月31頁

9月 子供10頁

｢あなたが立 ち直ったときには,兄 弟たちを力 づけてや りなさい｣

へ一 フェン,ブ ルース･C

聖約 に よる結婚

｢灰 にか えて冠 を与 え｣.キ リス トの賄罪

ベ ッカム,ジ ャネ ッ ト･ヘ イルズ

現代の開拓者

ベ ネッ ト,ジ ャネ ッ ト･ウ ェイ ト

アイ トゥタキの10代 の少年少女

霊的な傷 を癒す

ペ リー,L･ト ム.

｢走 っても疲 れる ことがな く｣

善を行 うように導 く御霊

ヘルナンデス,ア レ八 ン.ドラ

キ リス トに近づ く

ボイル,シ ェリル

クリスマス コー ト

ポーター,L･ア ル ディン

預言の霊

ポマー ト,ピ ー ター

実在す るカ

ホラン ド,ジ ェフリー･R

｢彼女 は母親だか らさ｣

｢王国 にかかわ る平和 をもた らす事柄｣

ホル ドマ ン,ウ ィ リー

天 の近 くで

ボ ローマ ン,ジ ェ リー

半ペ ニー と真 珠

ホワイ ト,ジ ョイス･B

12月8頁

8月32頁

1月15頁

7月43頁

10月26頁

1月72頁

7月93頁

1月29頁

4月38頁

7月106頁

2月46頁

4月8頁

1月42頁

7月78頁

7月105頁

12月19頁

1月9頁

6月44頁

7月40頁

1月94頁

3月10頁

5月28頁

カンボジアに根 を下ろす福音

ホ ワイ ト,リ ラン ド･D

カ ンボジアに根 を下ろす福音

マ ー テ ィ ン,M.H.

一 ま 行 一

ク リスマスの工作一 ピカピカ光 るク リスマスの絵

マ ーティンデイル,マ リアン

全世界に開かれた伝道部

マ コンバー,ジ ャミー

ナ タリーの約束

友だちに なろう･エ ルサ レムに住 む ダン･ボ ール

マ ッキニス,バ トリシア･E

神殿結婚 を待 ち望 む

マ ックスウ ェル,ニ ール･A

わた した ちの｢心 の望 みに応 じて｣

｢愛の神,賛 め よ｣

マンガム,デ ィアン･L

ハ ロル ドの リス ト

ミ ッチ ェル,デ ビッ ド

ブラジルのあいさつ｢ト ゥ ド･ベ ン｣

メール,カ ー リル

チェコの聖徒 たちが迎 えた輝け る日

モ ンソン,卜 一マス･S

ベテスダの池のキ リス ト

｢模範 とな りなさい｣

大管長会メ ツセー ジ わたしたちの信 仰

大管長会 メッセー ジ｢霊 は人を生 かす｣

彼 らはやって来 る

道を示 して くれた人 々

人は皆開拓者です

大管長会 メッセー ジ 涙,試 練,信 頼,証

一 ら行 一

ラバタイ,フ ォノ

義 にか なった選択

ラ ローズ･ガ ブリエル

いつ もの木 曜 日

リー ド,テ リー

象の突進

リス ゴー,ダ ーリン

成功す る話 し方教 室

イエ ス･キ リス トの証人

リスター,ア レン

ア ンデスの開拓者

リチャーズ,プ ロイ

思い出のク リスマス ツリー

リンゼイ,ロ ーラデ ィーン

自立

ル イス,ポ ーラ･J

安息 日のための メモ リーボ ックス

レオーネ,プ アン･ア ル ド

｢喜 ば しい出会い｣

レオノバ,ナ タ リア･ウ ラディミロブナ

すべて理解 できま した

ローラー,ジ ーン･P

歌 バ プテスマ を受 ける時

ロシンカール ソ ドッティル,マ リア

夢が現実 にな りま した

ロムニー,リ チャー ド･M

天の近 くで

わた しは忘 れない

一 わ 行 一

ワース リン,ジ ョセブ･B

信仰 に も行いに もクリスチ ャンで ある

｢真理 を守 り｣

ワイ ト,テ ィモシー･S

ケビ ンの誕生 日のお くり物

ワ トキ ンス,パ ーニ ャ･Y

歌 開拓者になろ う

歌 こはわがあい し
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10月40頁

10月40頁

12月 子供13頁

9月44頁

2月子供6頁

4月 子供13頁

4月28頁

1月22頁

7月12頁

3月子供4頁

ll月34頁

9月10頁

1月17頁

1月52頁

5月2頁

6月.2頁

7月53頁

7月61頁

7月109頁

9月2頁

7月104頁

5月38頁

8月46頁

4月26頁

12月16頁

5月40頁

12月子供 工4頁

10月22頁

2月 子供13頁

2月48頁

6月26頁

9月子供5頁

6月40頁

3月10頁

8月40頁

1月80頁

7月17頁

11月 子供10頁

3月子供12頁

12月 子供4頁
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